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成
人
病
が
生
活
習

慣
病
と
名
前
を
変
え

た
の
は
１
９
９
６
年

の
こ
と
だ
。
糖
尿
病

や
高
血
圧
症
は
、
40

歳
を
過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら
増
加
す
る

病
気
と
い
う
こ
と
か
ら
成
人
病
の

名
前
が
付
け
ら
れ
た
と
い
う
が
、

若
い
こ
ろ
か
ら
の
生
活
が
発
症
や

進
行
に
関
与
す
る
可
能
性
が
高

く
、
生
活
改
善
を
促
す
観
点
か
ら

生
活
習
慣
病
と
い
う
表
現
が
ふ
さ

わ
し
い
と
さ
れ
た
▼
名
付
け
親
の

日
野
原
重
明
先
生
は
、
予
防
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
純
粋
な

使
命
感
に
燃
え
て
お
ら
れ
た
に
違

い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
改
名
は

彼
の
思
惑
を
離
れ
思
わ
ぬ
方
向
に

歩
き
出
す
。
病
気
に
な
っ
た
の
は

生
活
習
慣
を
改
善
し
な
か
っ
た
あ

な
た
が
悪
い
と
い
う
疾
病
の
自
己

責
任
論
で
あ
る
▼
長
谷
川
某
な
る

元
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
、「
自
業
自

得
の
人
工
透
析
患
者
な
ん
て
、
全

員
実
費
負
担
に
せ
よ
！　

無
理
だ

と
泣
く
な
ら
そ
の
ま
ま
殺
せ
」
と

ブ
ロ
グ
に
書
い
た
こ
と
は
記
憶
に

新
し
い
。
２
０
０
０
年
か
ら
始
ま

っ
た
健
康
づ
く
り
の
国
民
運
動

「
健
康
日
本
21
」
で
は
、
59
項
目

の
目
標
の
う
ち
10
年
後
に
達
成
で

き
た
の
は
10
項
目
だ
け
だ
っ
た
。

理
解
は
し
て
も
行
動
を
変
え
る
こ

と
は
難
し
い
。
メ
タ
ボ
予
防
の
た

め
週
２
回
運
動
で
き
る
生
活
な

ど
、
自
助
努
力
だ
け
で
は
と
て
も

で
き
な
い
。
１
日
８
時
間
の
労
働

で
健
康
な
生
活
が
で
き
る
よ
う
働

き
方
を
変
え
る
に
は
政
治
が
変
わ

る
必
要
が
あ
る
▼
先
般
、
政
府
は

医
療
費
削
減
の
た
め
に
認
知
症
を

１
割
減
ら
す
と
い
う
予
防
重
視
の

方
向
に
舵
を
切
ろ
う
と
し
た
が
、

国
民
の
反
対
で
失
敗
し
た
。
排
除

で
は
な
く
認
知
症
と
共
生
で
き
る

社
会
を
作
る
た
め
に
は
、
医
療
者

も
政
治
に
働
き
か
け
る
必
要
が
あ

る
。
折
し
も
参
議
院
選
挙
、
こ
れ

は
選
挙
に
行
く
し
か
な
い
。 （
九
）
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神
戸
の
資
格
証

１
・
７
倍
に

　

県
全
体
の
保
険
証
未
交
付
数
は

３
万
１
５
９
８
世
帯
、
未
交
付
率

は
被
保
険
者
世
帯
比
で
４
・
２
％

と
な
り
、
前
回
調
査
か
ら
や
や
低

下
し
た
（
図
１
）。
し
か
し
、
尼

崎
市
で
９
・
９
％
、
神
戸
市
で
６

・
７
％
、
姫
路
市
で
５
・
９
％
な

ど
、
都
市
部
で
未
交
付
率
が
高

く
、
多
く
の
加
入
者
が
い
ま
だ

「
無
保
険
」
状
態
に
置
か
れ
て
い

る
。

　

国
保
料
滞
納
世
帯
に
交
付
さ
れ

る
、
有
効
期
間
が
短
い
短
期
被
保

険
者
証
の
交
付
は
、
２
万
６
５
８

３
世
帯
、
３
・
53
％
と
な
り
、
５

年
前
の
５
万
世
帯
超
か
ら
は
減
少

し
て
い
る
も
の
の
、
前
年
に
比
べ

４
千
件
以
上
増
加
し
て
い
る
。

　

短
期
証
の
有
効
期
間
に
つ
い
て

は
、「
１
カ
月
以
下
」
が
１
８
４

０
世
帯
、「
３
カ
月
以
下
」
が
３

７
９
９
世
帯
と
、
き
わ
め
て
短
い

期
間
の
発
行
の
も
の
が
あ
り
、
継

続
的
な
通
院
が
困
難
な
状
況
に
置

か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

医
療
機
関
を
受
診
し
た
際
、
い

っ
た
ん
全
額
を
自
己
負
担
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
資
格
証
明
書
発
行

世
帯
数
は
、
２
０
１
７
年
度
８
７

９
１
世
帯
、
被
保
険
者
世
帯
比
で

１
・
17
％
（
図
２
）
と
、
前
年
に

比
べ
、
約
２
千
世
帯
増
加
し
た
。

市
町
別
で
は
神

戸
市
の
発
行
数

が
、
３
２
１
４

件
か
ら
５
７
１

８
件
へ
と
２
５

０
４
件
、
約
１

・
７
倍
に
増
加

し
た
影
響
が
大

き
い
。
理
由
に

つ
い
て
神
戸
市

は
外
国
人
留
学

生
の
増
加
に
よ

る
も
の
と
し
て

い
る
。

　

窓
口
で
医
療

費
全
額
を
窓
口

負
担
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
資

格
証
明
書
は
、
必
要
な
医
療
機
関

受
診
を
妨
げ
る
も
の
で
、
患
者
の

健
康
悪
化
に
つ
な
が
る
可
能
性
が

極
め
て
高
い
。
宝
塚
市
・
丹
波
市

・
養
父
市
・
市
川
町
・
福
崎
町
の

５
市
町
は
資
格
証
明
書
を
発
行
し

て
お
ら
ず
、
協
会
は
市
町
が
資
格

証
明
書
を
発
行
し
な
い
よ
う
求
め

て
い
く
。

５
世
帯
に
１
世
帯
が

保
険
料
を
滞
納

　

保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
世
帯

数
は
14
万
９
３
０
３
世
帯
で
、
国

保
加
入
世
帯
の
19
・
８
％
、
５
世

帯
に
１
世
帯
に
上
る
。

　

滞
納
世
帯
が
１
年
６
カ
月
を
超

え
た
際
、
差
し
押
さ
え
が
行
わ
れ

る
場
合
が
あ
る
。
差
し
押
さ
え
は

７
１
１
４
件
と
な
り
、
本
項
目
の

調
査
を
開
始
し
た
12
年
度
以
降
で

最
高
と
な
っ
た
。
姫
路
市
で
９
１

５
件
、
宝
塚
市
で
６
８
０
件
、
伊

丹
市
で
５
５
７
件
な
ど
、
前
年
よ

り
大
幅
に
増
加
し
た
市
町
が
目
立

つ
。

　

法
定
の
保
険
料
軽
減
・
免
除
制

度
利
用
世
帯
は
、
50
万
４
２
６
世

帯
と
、
全
体
の
66
・
５
％
に
上

る
。
自
治
体
に
よ
る
独
自
の
保
険

料
減
額
制
度
の
利
用
世
帯
数
は
８

万
８
４
７
世
帯
で
、
全
体
の
10
・

７
％
。
市
町
別
の
内
訳
で
は
、
尼

崎
市
が
加
入
世
帯
の
52
・
１
％
に

あ
た
る
３
万
４
１
０
３
世
帯
、
西

宮
市
で
41
・
４
％
に
あ
た
る
２
万

４
１
２
６
世
帯
、
神
戸
市
で
７
・

１
％
に
あ
た
る
１
万
５
４
８
５
世

帯
が
利
用
し
て
い
る
。
こ
の
３
市

が
独
自
減
免
利
用
世
帯
の
９
割
を

占
め
、
独
自
減
免
制
度
が
な
い
市

町
も
多
い
。
国
保
料
是
正
へ
、
自

治
体
独
自
の
減
免
制
度
の
拡
充
が

求
め
ら
れ
る
。

　

国
保
に
は
国
保
法
44
条
に
基
づ

い
て
、
災
害
・
事
業
の
休
廃
止
・

失
業
・
生
活
困
窮
の
場
合
に
、
医

療
費
窓
口
負
担
を
免
除
、
減
額
、

猶
予
す
る
制
度
が
定
め
ら
れ
て
い

る
。
44
条
に
基
づ
き
、
制
度
に
対

応
す
る
条
例
も
し
く
は
規
則
・
要

綱
を
全
市
町
が
設
け
て
い
る
が
、

住
民
に
周
知
さ
れ
て
お
ら
ず
、
利

用
者
は
１
１
６
世
帯
に
と
ど
ま
る

な
ど
、
44
条
が
活
か
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

10
市
町
で
保
険
料

上
昇
見
込
み

　

国
保
の
都
道
府
県
化
の
影
響
に

つ
い
て
の
質
問
で
は
、
保
険
料
に

つ
い
て
、「
上
昇
す
る
見
込
み
」

と
答
え
た
の
は
10
市
町
で
昨
年
と

同
数
と
な
っ
た
が
、
調
査
後
に
県

の
標
準
保
険
料
率
が
発
表
さ
れ
た

た
め
、
現
時
点
の
見
込
み
と
は
異

な
る
。

　

県
の
標
準
保
険
料
へ
移
行
す
る

計
画
は
あ
る
か
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
あ
る
」
と
回
答
し
た
の
は
２
市

町
の
み
で
、「
未
定
」
30
市
町

「
な
い
」
９
市
町
と
な
っ
た
。

「
な
い
」
と
回
答
し
た
神
河
町
か

ら
は
、「
標
準
保
険
料
（
税
）
率

は
、
法
定
お
よ
び
法
定
外
の
繰
り

入
れ
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
移
行
は
ま
ず
あ
り
え
な
い
と

思
い
ま
す
」
と
の
意
見
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
、
加
入
者
の
負

担
を
考
え
る
と
標
準
保
険
料
へ
の

引
き
上
げ
は
難
し
い
と
認
識
し
て

い
る
市
町
が
多
い
と
考
え
ら
れ

る
。

国保自治体アンケート結果

差し押さえ過去最多7114件差し押さえ過去最多7114件
図１　保険証未交付数・率の推移

図２　資格証明書と短期保険証の交付率の推移

　

協
会
が
昨
年
12
月
に
実
施
し
た
「
国
保
（
国
民
健
康
保
険
）
自

治
体
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
結
果
、
保
険
証
の
未
交
付
が
３
万
世
帯
超

に
上
り
、
依
然
と
し
て
多
く
の
人
が
医
療
機
関
で
必
要
な
医
療
が

受
け
ら
れ
な
い
状
況
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
差
し
押
さ
え
件
数
は

調
査
開
始
以
来
最
多
で
、
神
戸
市
な
ど
10
市
町
が
、
保
険
料
は

「
上
昇
す
る
見
込
み
」
と
回
答
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
１
９
８
８

年
か
ら
行
っ
て
お
り
、
27
年
連
続
で
県
下
の
全
自
治
体
か
ら
回
答

を
得
て
い
る
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）

る
。
ま
た
、
施
設
や
人
員
な
ど

の
医
療
提
供
体
制
も
各
種
法
律

に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。
最
近

は
病
床
も
機
能
別
に
規
制
さ

れ
、
医
師
偏
在
解
消
の
た
め
、

勤
務
医
師
の
配
置
だ
け
で
な

く
、
開
業
規
制
に
ま
で
議
論
が

及
ん
で
い
る
。
診
療
報
酬
改
定

は
言
う
ま
で
も
な
く
、
医
療
と

政
治
の
関
連
性
は
高
く
、
政
治

と
の
関
わ
り
な
く
し
て
医
療
制

　

国
民
皆
保
険
制
度
は
、
政
府

の
定
め
る
価
格
と
範
囲
と
規
則

に
従
っ
て
療
養
の
給
付
が
な
さ

れ
、
そ
の
財
源
は
公
費
負
担
、

保
険
料
、
患
者
負
担
か
ら
な

と
以
上
に
重
視
す
る
も
の
は
な

い
だ
ろ
う
。
議
会
で
居
眠
り
す

る
よ
う
な
政
治
家
で
さ
え
、
選

挙
時
の
力
の
入
れ
よ
う
か
ら
見

れ
ば
頷
け
る
。
政
治
を
変
え
る

に
は
「
投
票
」
こ
そ
が
、
最
も

力
を
発
揮
す
る
の
で
あ
る
。

　

最
近
は
、
人
び
と
の
健
康
や

病
気
が
、
社
会
的
、
経
済
的
、

政
治
的
、
環
境
的
な
条
件
に
影

響
を
受
け
る
こ
と
が
広
く
認
め

ら
れ
、
こ
れ
ら
を
「
健
康
の
社

会
的
決
定
要
因
」
と
呼
ぶ
。
こ

の
よ
う
な
要
因
に
目
を
向
け
る

の
も
大
事
で
あ
り
、
ま
さ
に
政

治
の
役
割
で
あ
る
。

　

「
上
医
は
国
を
い
や
し
、
中

医
は
人
を
い
や
し
、
下
医
は
病

を
い
や
す
。」
と
い
う
言
葉
が

あ
る
。
青
臭
い
と
言
わ
れ
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
お
よ
そ
１
５

０
０
年
前
の
言
葉
で
あ
る
。
国

の
医
療
制
度
に
病
や
傷
が
あ
る

の
な
ら
、
そ
れ
を
治
す
の
も
私

た
ち
医
師
・
歯
科
医
師
の
責
務

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

前
回
の
参
議
院
選
挙
に
お
い

て
投
票
率
は
約
50
％
、
自
民
党

の
得
票
率
は
約
36
％
で
参
議
院

全
体
に
占
め
る
議
席
数
は
50
％

で
あ
る
。
つ
ま
り
有
権
者
の
18

％
が
議
会
の
過
半
数
を
獲
得

し
、
物
事
を
決
定
で
き
る
の
で

あ
る
。

　

政
治
が
変
わ
ら
な
い
の
は
、

無
投
票
者
に
責
任
の
一
端
が
あ

る
と
も
言
え
る
。
み
ん
な
を
誘

っ
て
投
票
に
行
こ
う
。

度
の
改
善
を
成
し
遂
げ
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

　

さ
て
、
政
治
を
変
え
る
方
法

に
は
何
が
あ
り
、
何
が
効
果
的

だ
ろ
う
か
。
請
願
・
陳
情
、
パ

ブ
コ
メ
、
ロ
ビ
ー
活
動
、
政
治

献
金
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
利
用
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
、
デ
モ
、
草
の
根

運
動
、
井
戸
端
会
議
…
。
政
治

家
か
ら
す
れ
ば
、
選
挙
に
お
い

て
票
を
獲
得
し
、
当
選
す
る
こ

談 話

「
政
治
を
変
え
る
の
は
選
挙
」

み
ん
な
を
誘
っ
て
投
票
に
い
こ
う

７
月
21
日
は
参
議
院
選
挙
投
票
日

理
事
長　
　

西
山　

裕
康
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市
町
村
国
保
に
は
、「
年
齢
構

成
が
高
く
、
医
療
費
水
準
が
高

い
」
一
方
で
、「
無
職
・
低
所
得

者
が
多
く
、
所
得
水
準
が
低
い
」

た
め
、「
保
険
料
負
担
が
重
い
」

「
収
納
率
が
低
い
」
な
ど
の
構
造

的
問
題
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
。

　

各
市
町
は
独
自
で
法
定
外
繰
り

入
れ
を
行
い
、
保
険
料
を
引
き
下

げ
て
い
る
が
、
こ
の
繰
入
総
額

は
、
年
々
減
少
し
続
け
て
い
る
。

都
道
府
県
化
と
一
体
で
開
始
し
た

　

「
保
険
で
良
い
歯
科
医
療
を
」

全
国
連
絡
会
が
、
２
０
０
７
年
か

ら
２
年
に
１
度
取
り
組
ん
で
い
る

歯
科
請
願
署
名
は
、
今
回
で
７
回

目
と
な
る
。
兵
庫
協
会
も
、
過
去

最
高
の
１
万
５
千
筆
を
目
標
に
、

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療

を
」
兵
庫
連
絡
会
と
と
も
に
署
名

運
動
を
展
開
し
て
い
る
。
署
名
を

集
め
る
意
義
と
こ
れ
ま
で
の
成
果

に
つ
い
て
解
説
す
る
。

署
名
は
請
願
権
の
行
使
と

世
論
形
成
の
手
段

　

請
願
署
名
は
憲
法
で
保
障
さ
れ

た
国
民
の
権
利
（
請
願
権
）
で
、

選
挙
以
外
で
国
民
の
具
体
的
な
意

思
を
人
数
で
表
明
し
、
効
果
的
に

政
策
に
反
映
す
る
手
段
で
あ
る
。

　

ま
た
、
署
名
活
動
に
は
、
署
名

協
力
し
た
人
た
ち
に
、
そ
の
内
容

を
知
ら
せ
、
世
論
を
つ
く
る
役
割

も
あ
る
。
歯
科
署
名
を
集
め
る
こ

と
で
、
歯
科
医
療
の
現
状
を
国
民

へ
伝
え
、
医
療
の
充
実
を
求
め
る

世
論
を
形
成
す
る
た
め
の
重
要
な

武
器
と
も
な
る
。

　

協
会
、
保
団
連
が
集
め
る
署
名

は
、
全
国
の
協
会
・
医
会
が
全
て

の
国
会
議
員
に
誓
願
の
趣
旨
と
筆

数
を
示
し
、
紹
介
議
員
な
る
よ
う

要
請
し
て
い
る
。
ま
た
、
請
願
趣

旨
は
全
国
会
議
員
に
配
布
さ
れ
、

委
員
会
（
歯
科
署
名
の
場
合
は
衆

参
の
厚
生
労
働
委
員
会
）
で
議
論

も
行
わ
れ
る
。

　

選
挙
で
選
ば
れ
た
国
会
議
員
は

国
民
の
声
に
非
常
に
敏
感
で
あ

は
２
０
０
２
年
か
ら
06
年
ま
で
マ

イ
ナ
ス
改
定
が
続
い
た
が
、
08
年

は
０
・
42
％
、
10
年
２
・
09
％
、

12
年
１
・
70
％
、
14
年
０
・
99

％
、
16
年
０
・
61
％
、
18
年
０
・

69
％
と
、
マ
イ
ナ
ス
改
定
が
叫
ば

れ
て
い
る
中
で
も
、
わ
ず
か
で
は

あ
る
が
プ
ラ
ス
を
勝
ち
取
っ
て
き

た
（
図
１
）。

　

改
定
項
目
で
は
、
長
期
間
据
え

置
か
れ
て
き
た
基
礎
的
技
術
料

や
、
在
宅
や
周
術
期
関
連
で
の
評

価
・
引
き
上
げ
が
実
現
し
て
い

る
。
新
規
技
術
も
改
定
ご
と
に
導

入
さ
れ
て
い
る
（
表
２
）。

い
っ
そ
う
の
署
名
運
動
で

歯
科
医
療
費
の
総
枠
拡
大
を

　

こ
れ
ま
で
署
名
運
動
に
よ
り
歯

科
医
療
の
改
善
を
実
現
し
て
き
た

が
、
基
礎
的
技
術
料
に
顕
著
な
低

診
療
報
酬
の
抜
本
的
引
き
上
げ
に

は
ほ
ど
遠
く
、
金
属
義
歯
や
メ
タ

ル
ボ
ン
ド
な
ど
、
す
で
に
普
及
し

定
着
し
て
い
る
技
術
も
保
険
導
入

さ
れ
て
い
な
い
ま
ま
で
あ
る
。
ま

た
、
歯
科
技
工
士
の
長
時
間
労
働

・
低
報
酬
に
よ
る
、
高
い
離
職
率

な
ど
、「
歯
科
医
療
危
機
」
と
も

言
わ
れ
る
窮
状
を
打
開
す
る
に
は

ま
だ
い
た
っ
て
い
な
い
。

　

長
ら
く
続
く
国
の
「
低
医
療
費

政
策
」
を
転
換
し
歯
科
医
療
費
の

総
枠
拡
大
を
実
現
す
る
た
め
に
、

患
者
・
国
民
と
共
同
し
て
、「
窓

口
負
引
き
下
げ
」「
保
険
の
き
く

歯
科
治
療
の
拡
大
」「
歯
科
医
療

費
の
確
保
」
を
請
願
項
目
に
し
た

歯
科
署
名
に
さ
ら
な
る
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。

る
。
多
く
の
署
名
を
集
め
、
多
く

の
国
会
議
員
に
国
民
の
声
を
伝
え

る
こ
と
が
、
政
府
や
与
党
の
方
針

を
修
正
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ

て
い
く
。

歯
科
署
名
運
動
の

到
達
と
成
果

　

過
去
６
回
の
歯
科
署
名
の
国
会

提
出
数
は
23
万
〜
34
万
筆
、
紹
介

議
員
は
37
〜
84
人
と
な
っ
て
い
る

（
表
１
）。

　

署
名
提
出
の
際
に
は
、
国
会
内

集
会
を
開
催
す
る
。
集
会
で
は
、

歯
科
医
療
の
問
題
や
現
場
の
厳
し

い
状
況
に
つ
い
て
発
言
し
、
出
席

し
た
国
会
議
員
ら
に
、
歯
科
医
療

充
実
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
場
と
な
っ

て
い
る
。

　

07
年
以
降
取
り
組
ん
で
き
た
歯

科
署
名
は
、
歯
科
医
療
政
策
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
。
診
療

報
酬
の
改
定
率
で
は
、
歯
科
本
体

保
険
者
努
力
支
援
制
度
に
よ
り
、

保
険
収
納
率
の
向
上
や
法
定
外
一

般
繰
り
入
れ
の
削
減
が
評
価
さ

れ
、
調
整
交
付
金
が
増
減
さ
れ
る

た
め
、
市
町
村
の
法
定
外
繰
り
入

れ
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
制
度
に
よ
り
自
治
体
は
さ

ら
な
る
保
険
料
引
き
上
げ
と
徴
収

強
化
を
強
い
ら
れ
て
お
り
、
保
険

証
の
未
交
付
、
短
期
被
保
険
者
証

・
資
格
証
明
書
の
発
行
、
差
し
押

さ
え
が
増
加
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
。

　

国
保
は
市
民
の
助
け
合
い
の
制

度
で
は
な
く
、
憲
法
25
条
の
生
存

権
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
社
会
保

障
制
度
の
大
切
な
柱
の
一
つ
で
あ

る
。

　

国
保
財
政
を
立
て
直
し
、
保
険

料
高
騰
と
滞
納
者
増
の
悪
循
環
を

断
ち
切
る
た
め
に
は
、
国
庫
負
担

の
抜
本
的
な
増
額
、
各
自
治
体
が

行
っ
て
い
る
法
定
外
繰
り
入
れ
の

継
続
・
拡
充
が
求
め
ら
れ
る
。

求
め
ら
れ
る
国
庫
負
担
の
抜
本
的
増
額
と

法
定
外
繰
入
の
継
続
・
拡
充

国保アンケート （
１
面
か
ら
の
つ
づ
き
）

自治体名 交付対象
世帯総数 交付済数 未交付数 未交付率

（％）
差し押さえ
件数

神戸市 218,229 203,674 14,555 6.7 374
尼崎市 65,413 58,923 6,490 9.9 46
伊丹市 25,944 25,116 828 3.2 557
宝塚市 29,595 29,539 56 0.2 680
川西市 20,969 20,787 182 0.9 382
三田市 12,513 12,513 0 0.0 134
西宮市 58,212 57,703 509 0.9 333
芦屋市 12,735 12,321 414 3.3 171
明石市 38,419 37,202 1,217 3.2 219
加古川市 35,567 35,567 0 0.0 510
高砂市 12,549 11,999 550 4.4 83
西脇市 5,371 5,308 63 1.2 103
三木市 11,572 11,528 44 0.4 398
小野市 6,320 6,122 198 3.1 185
加西市 6,026 5,962 64 1.1 103
姫路市 71,159 66,952 4,207 5.9 915
相生市 4,430 4,234 196 4.4 12
赤穂市 6,399 6,149 250 3.9 88
たつの市 10,442 10,442 0 0.0 140
宍粟市 5,310 5,309 1 0.0 35
加東市 4,789 4,489 300 6.3 99
洲本市 6,853 6,696 157 2.3 482
淡路市 7,394 7,063 331 4.5 67
南あわじ市 7,753 7,484 269 3.5 115
豊岡市 11,412 11,024 388 3.4 333
養父市 3,420 3,420 0 0.0 13
朝来市 4,276 4,235 41 1.0 42
篠山市 5,861 5,844 17 0.3 33
丹波市 8,573 8,573 0 0.0 119
猪名川町 3,983 3,981 2 0.1 5
多可町 2,760 回答なし 回答なし － 39
稲美町 4,500 回答なし 回答なし － 25
播磨町 4,495 4,486 9 0.2 111
神河町 1,540 1,539 1 0.1 0
市川町 1,855 1,781 74 4.0 3
太子町 4,228 4,228 0 0.0 12
福崎町 2,443 2,430 13 0.5 40
上郡町 2,332 2,256 76 3.3 18
佐用町 2,418 2,349 69 2.9 32
新温泉町 2,104 2,104 0 0.0 1
香美町 2,597 2,570 27 1.0 57
合計 752,760 713,902 31,598 4.2 7,114

県下自治体の国保保険証の未交付数、未交付率、
差し押さえ件数一覧　　　　　　　　　　　　　

パソコン記帳講座パソコン記帳講座
日　時　７月27日（土）14時30分～18時30分
会　場　神戸市産業振興センター８階ソフトウェア研修室
講　師　田中雄司税理士、PCインストラクター　花房孝英氏
参加費　7,000円（医経研会員はPC使用料1,000円）

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1805 税経部まで

署名は11月まで取り組みます。署名用紙の
ご注文は、☎078－393－1809 まで。

　　　引き続きのご協力をお願いします！

●医院経営研究会「保険でより良い」歯科署名

７／11現在　3951筆

７月例会

歯科診療報酬 歯科診療報酬 大幅引き上げを大幅引き上げを

国会提出数
紹介議員

衆議院 参議院 合計

2007年 269,857筆 43人 41人 84人

2009年 230,503筆 41人 13人 54人

2011年 293,661筆 31人 10人 41人

2013年 346,260筆 18人 19人 37人

2015年 291,963筆 35人 20人 55人

2017年 314,020筆 49人 26人 75人

改定年度 主な新規技術の導入

2008年
AIPC、静脈内鎮静法、肺血栓塞栓症
予防管理料（新規技術　３項目）、接
着ブリッジ、GTR、レーザー応用によ
る齲蝕除去（先進医療３項目）

2010年 手術時歯根面レーザー応用加算（新規
技術１項目）

2012年
歯科ドレーン法、骨移動を伴う上下顎
骨形成術（新規技術２項目）、広範囲
顎骨支持型装置埋入手術、広範囲顎骨
支持型補綴（先進医療２項目）

2014年
矯正用アンカースクリュー植立、コン
ビネーション鉤、歯リハ２（顎関節
症）（新規技術３項目）、CAD/CAM冠
（先進医療１項目）

2016年

ブリッジ支台の第一小臼歯前装冠、シ
ェードテイキング、ファイバーポス
ト、床副子修理、顎関節授動術（徒手
的授動術・関節腔洗浄療法併用）、フ
ィクスドリテイナー（新規技術６項
目）、有床義歯咀嚼機能検査（先進医
療１項目）

2018年

有床義歯咀嚼機能検査２、精密触覚機
能検査、口腔粘膜処置、口腔粘膜血管
腫凝固術、レーザー機器加算、レジン
インレー、高強度硬質レジンブリッ
ジ、牽引装置、スライディングプレー
ト（新規技術９項目）

表１　歯科署名提出数と紹介議員数

表２　近年の主な新規技術の導入

図１　近年の歯科改定率

0.690.690.610.61

0.990.99

1.701.70

2.092.09

0.420.42
0.000.00

－1.50－1.50
－1.30－1.30 改定率

20182018
（年）（年）

2016201620142014201220122010201020082008200620062004200420022002

で署名のチカラ

保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
署
名
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安
倍
政
権
の
社
会
保
障
政
策

は
、
患
者
窓
口
負
担
増
計
画
、
都

道
府
県
単
位
化
に
よ
る
国
保
料
引

き
上
げ
な
ど
、
国
民
生
活
を
圧
迫

す
る
政
策
が
目
立
っ
て
い
る
。
障

害
者
団
体
と
の
交
渉
時
に
厚
労
省

の
担
当
者
が
、
社
会
保
障
は
「
自

助
」
が
基
本
だ
と
言
っ
た
。
憲
法

の
理
念
に
基
づ
い
て
社
会
保
障
を

　

協
会
は
今
回
の
参
議
院
選

挙
に
あ
た
り
、
国
会
に
議
席

を
持
つ
政
党
か
ら
兵
庫
選
挙

区
に
立
候
補
し
た
加
田
裕
之

氏
（
自
新
）、
安
田
真
理
氏

（
立
新
）、
高
橋
光
男
氏
（
公

新
）、
金
田
峰
生
氏
（
共

新
）、
清
水
貴
之
氏
（
維

現
）
に
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

依
頼
し
た
。
結
果
、
安
田

氏
、
金
田
氏
は
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
に
応
じ
、
高
橋
氏
か
ら
は

文
書
に
よ
り
医
療
政
策
に
関

す
る
見
解
が
届
い
た
。
他
の

候
補
者
は
、
締
切
日
ま
で
に

返
答
が
な
か
っ
た
。

　

協
会
は
従
来
か
ら
選
挙
に

あ
た
っ
て
は
各
党
や
各
候
補

の
医
療
政
策
な
ど
を
広
く
会

員
に
知
ら
せ
、
投
票
判
断
に

資
す
る
べ
く
努
め
て
き
た
。

今
回
一
部
候
補
の
政
策
し
か

掲
載
で
き
な
い
こ
と
は
誠
に

残
念
だ
が
、
会
員
に
お
か
れ

て
は
選
挙
公
報
、
政
見
放
送

な
ど
を
参
考
に
、
医
療
・
社

会
保
障
を
充
実
さ
せ
る
た
め

の
投
票
を
お
願
い
し
た
い
。

充
実
さ
せ
よ
う
と
い
う
考
え
が
微

塵
も
な
い
、
安
倍
政
権
の
考
え
を

端
的
に
表
し
た
発
言
だ
と
思
う
。

安
倍
政
権
は
一
刻
も
早
く
退
陣
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

選
挙
戦
で
は
、
子
ど
も
医
療
費

窓
口
負
担
無
料
の
拡
大
、
全
国
知

事
会
も
主
張
し
て
い
る
「
１
兆
円

の
公
費
投
入
で
国
保
料
の
抜
本
的

引
き
下
げ
」
な
ど
を
街
頭
で
訴
え

て
い
る
。

　

診
療
報
酬
を
め
ぐ
り
こ
の
間
問

題
と
な
っ
た
「
妊
婦
加
算
」
に
は

　

社
会
保
障
制
度
は
、
国
民
生
活

の
「
頼
み
の
綱
」
で
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
安
倍
政
権
が
そ
れ
を
改

悪
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
介
護
分

野
に
お
い
て
商
業
化
を
推
し
進

め
、
介
護
保
険
を
形
骸
化
さ
せ
よ

う
と
し
て
い
る
の
に
は
強
く
反
対

し
て
い
く
。
後
期
高
齢
者
の
窓
口

負
担
１
割
を
２
割
に
倍
増
さ
せ
よ

う
と
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
国
民
に
広
く
知
ら
せ
ず
に
選

挙
を
乗
り
切
ろ
う
と
し
て
い
る
と

こ
ろ
に
、
政
権
の
姑
息
な
姿
勢
が

に
じ
み
出
て
い
る
。

　

国
民
の
安
心
の
た
め
、
社
会
保

障
に
は
優
先
的
に
手
厚
く
財
源
を

充
て
る
べ
き
だ
。
立
憲
民
主
党

は
、
医
療
、
介
護
、
障
害
、
保
育

の
総
合
合
算
制
度
を
主
張
し
て
い

る
。
世
帯
単
位
で
こ
れ
ら
に
か
か

っ
た
費
用
の
上
限
を
定
め
て
、
患

者
・
利
用
者
の
負
担
が
重
く
な
り

す
ぎ
な
い
よ
う
な
制
度
を
構
築
す

る
。

　

財
源
に
つ
い
て
は
、
大
企
業
の

法
人
税
の
特
別
措
置
を
廃
止
し

て
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
あ
る
べ

き
税
率
に
正
す
。
ま
た
、
金
融
所

得
と
給
与
所
得
を
合
算
さ
せ
る
総

合
課
税
制
度
を
創
設
し
、
富
裕
層

の
株
取
引
な
ど
の
儲
け
に
か
か
る

税
率
を
引
き
上
げ
る
。
税
の
所
得

再
分
配
機
能
を
強
化
す
る
。

　

現
段
階
で
の
消
費
税
10
％
へ
の

増
税
は
反
対
だ
。
実
質
賃
金
、
家

計
消
費
が
下
が
っ
て
い
る
現
状
で

税
率
を
上
げ
る
と
更
に
消
費
が
冷

え
込
ん
で
し
ま
う
。
日
本
の
実
質

賃
金
は
安
倍
政
権
下
で
減
少
し
て

い
る
。
消
費
税
を
引
き
上
げ
る

と
、
日
本
が
大
不
況
に
陥
っ
て
し

ま
う
の
は
明
白
だ
。

　

安
倍
政
権
に
よ
る
改
憲
に
も
反

対
だ
。
私
は
、
改
憲
議
論
は
あ
っ

て
し
か
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い

る
。
し
か
し
そ
れ
は
国
民
の
権
利

と
く
ら
し
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の

も
の
で
あ
る
べ
き
だ
。
自
民
党
草

案
の
中
心
は
９
条
改
憲
と
緊
急
事

態
条
項
の
創
設
で
、
私
た
ち
国
民

の
自
由
、
人
権
を
奪
う
も
の
だ
。

９
条
を
改
憲
す
る
こ
と
で
、
自
衛

隊
の
方
々
を
世
界
中
の
あ
ら
ゆ
る

場
所
へ
自
由
に
派
遣
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
よ
う
な

こ
と
は
絶
対
に
避
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

今
回
の
選
挙
で
は
、
再
び
野
党

間
の
選
挙
協
力
が
実
現
し
た
。
立

憲
野
党
は
国
民
一
人
ひ
と
り
を
大

切
に
す
る
政
策
を
打
ち
出
し
て
お

り
、
大
き
く
は
同
じ
方
向
を
向
い

て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。
安
倍

政
権
を
止
め
る
た
め
に
近
い
政
策

を
持
っ
た
野
党
が
力
を
合
わ
せ
る

こ
と
に
は
賛
成
だ
。

　

選
挙
直
前
に
な
っ
て
、
年
金
が

問
題
に
な
っ
て
き
た
。
自
公
政
権

は
１
０
０
年
安
心
と
い
っ
て
お
き

な
が
ら
、
２
０
０
０
万
円
の
貯
金

が
必
要
だ
と
い
う
。
年
金
問
題
な

ど
へ
対
策
を
打
ち
出
す
の
が
政
治

の
仕
事
で
あ
り
、
自
民
党
の
態
度

は
無
責
任
極
ま
り
な
い
。
立
憲
民

主
党
は
、
安
心
で
き
る
年
金
へ
制

度
改
革
を
進
め
て
い
く
。

　

協
会
が
示
さ
れ
た
、「
２
０
１

９
年
参
議
院
選
挙
に
あ
た
っ
て
の

開
業
保
険
医
の
要
求
（
案
）」（
本

紙
６
月
25
日
付
掲
載
）
も
早
速
拝

見
し
た
。
中
身
は
わ
れ
わ
れ
立
憲

民
主
党
の
主
張
と
非
常
に
近
く
、

共
感
を
持
っ
て
い
る
。
今
後
と
も

協
会
の
先
生
方
の
ご
意
見
を
し
っ

か
り
と
受
け
止
め
、
医
療
政
策
に

つ
い
て
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
、
先

生
方
の
要
求
が
実
現
す
る
よ
う
に

が
ん
ば
り
た
い
。

（
聞
き
手
：

 

川
西
敏
雄
副
理
事
長
）

窓
口
負
担
の
問
題
点
が
顕
著
に
表

れ
て
い
る
。
妊
婦
さ
ん
に
手
厚
い

医
療
を
施
す
の
は
当
然
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
点
数
の
３
割
が

窓
口
負
担
に
跳
ね
返
っ
て
く
る
せ

い
で
、「
妊
婦
税
」
だ
と
た
た
か

れ
て
し
ま
っ
た
。
医
療
の
充
実
を

願
う
国
民
と
医
療
者
を
分
断
す
る

窓
口
負
担
は
、
な
く
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

消
費
税
10
％
へ
の
引
き
上
げ
に

は
断
固
反
対
だ
。
消
費
税
は
安
定

財
源
だ
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は

国
民
の
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に

課
税
し
て
い
る
か
ら
で
、
こ
の
よ

う
な
暮
ら
し
を
苦
し
め
る
税
金
の

増
税
は
許
さ
れ
な
い
。
街
角
で

「
消
費
税
増
税
は
ま
だ
止
め
ら
れ

る
」
と
訴
え
る
と
、
街
行
く
人
が

「
オ
ッ
？
」
と
立
ち
止
ま
っ
て
注

目
す
る
。
国
民
に
と
っ
て
は
死
活

問
題
だ
。
仕
方
な
い
で
は
す
ま
さ

れ
な
い
。
選
挙
で
こ
そ
増
税
中
止

の
審
判
を
下
し
た
い
。

　

今
回
共
産
党
が
訴
え
て
い
る
の

が
「
く
ら
し
に
希
望
を
―
３
つ
の

プ
ラ
ン
」
だ
。
働
く
人
の
給
料
を

引
き
上
げ
、
社
会
保
障
を
拡
充

し
、
子
育
て
支
援
も
手
厚
く
す

る
。
こ
れ
ら
に
必
要
な
７
・
５
兆

円
の
財
源
は
、
法
人
税
の
軽
減
措

置
を
受
け
て
い
る
大
企
業
に
中
小

企
業
並
み
の
法
人
税
を
求
め
、
証

券
優
遇
税
制
の
見
直
し
な
ど
で
生

み
出
す
こ
と
が
可
能
だ
。

　

財
源
の
使
い
道
も
重
要
だ
。
安

倍
政
権
は
、
社
会
保
障
は
切
り
捨

て
、
戦
闘
機
Ｆ
35
Ｂ
は
大
量
購
入

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
日
本
が
集

団
的
自
衛
権
を
行
使
し
海
外
で
米

国
と
共
同
軍
事
作
戦
を
展
開
す
る

た
め
の
下
準
備
で
あ
り
、
次
の
狙

い
は
憲
法
９
条
の
改
憲
、
戦
地
へ

の
自
衛
隊
派
遣
だ
。
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
と
米
国
の
軍
事
企
業
に
税
金

を
差
し
出
す
安
倍
政
権
の
異
常
さ

が
際
立
っ
て
い
る
。

　

安
倍
政
権
へ
の
対
抗
軸
と
し

て
、
１
人
区
で
は
す
べ
て
の
選
挙

区
で
立
憲
野
党
の
候
補
一
本
化
に

成
功
し
た
。
東
京
で
は
前
回
都
議

選
で
小
池
都
知
事
の
都
民
フ
ァ
ー

ス
ト
の
会
が
圧
勝
し
た
。
自
民
党

に
対
抗
す
る
野
党
が
結
集
し
て
受

け
皿
に
な
れ
ば
勝
て
る
。
兵
庫
で

も
共
産
党
の
議
席
を
獲
得
し
て
、

新
し
い
政
治
を
切
り
拓
き
た
い
。

（
聞
き
手
：

 

川
西
敏
雄
副
理
事
長
）

　

私
は
今
ま
で
外
交
官
と
し
て
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
保
健
所
の

設
置
な
ど
人
道
支
援
を
行
い
、
ま

た
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
で
の
Ｕ
Ｈ
Ｃ

（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ヘ
ル
ス
・
カ

バ
レ
ッ
ジ
）
達
成
に
向
け
た
日
本

の
取
り
組
み
を
通
じ
、
保
健
・
医

療
分
野
は
、
国
を
支
え
る
根
幹
で

あ
り
、
日
本
の
社
会
保
障
、
な
か

で
も
国
民
皆
保
険
の
医
療
保
険
制

度
の
素
晴
ら
し
さ
を
痛
感
し
て
い

ま
す
。
こ
の
制
度
を
守
る
た
め
、

ま
た
、
現
場
で
医
療
を
支
え
て
く

だ
さ
る
医
師
を
は
じ
め
と
す
る
医

療
従
事
者
の
皆
さ
ま
の
献
身
的
な

ご
努
力
に
報
い
る
た
め
、
頑
張
っ

て
参
る
決
意
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
日
本
は
、
超
高
齢

化
・
人
口
減
少
と
い
う
難
局
を
乗

り
切
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
２
０
２
５
年
ま
で
に
は
急
激

な
高
齢
化
が
進
む
た
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
形
で
の
地
域
医
療
構
想
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

２
０
４
０
年
に
向
け
て
は
、
高

齢
人
口
は
横
ば
い
で
あ
り
、
む
し

ろ
現
役
世
代
人
口
が
急
激
に
減
っ

て
い
く
時
代
に
な
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
医
療
・
介
護
の
現
場
に
お

い
て
、
健
康
寿
命
を
伸
ば
し
て
い

た
だ
く
取
り
組
み
が
、
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
参
り
ま
す
。
高
齢

者
の
方
に
元
気
に
活
躍
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
早
期
発
見
・
早
期
治

療
な
ど
が
ん
対
策
の
強
化
、
生
活

習
慣
病
の
重
症
化
予
防
、
介
護
予

防
な
ど
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。
ま
た
、
認
知
症
対
策
と
し

て
、
根
治
薬
開
発
と
と
も
に
、
一

人
ひ
と
り
が
尊
厳
を
持
っ
て
暮
ら

せ
る
共
生
社
会
づ
く
り
を
行
っ
て

参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
医
師
や
医
療
従
事
者
の

方
の
長
時
間
労
働
が
大
き
な
課
題

で
す
。
働
き
方
改
革
や
、
医
師
の

偏
在
対
策
を
進
め
、
勤
務
環
境
が

改
善
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。
な
か

で
も
医
師
の
働
き
方
に
つ
い
て
、

「
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
」
を
推

進
し
ま
す
。
歯
お
よ
び
口
腔
の
健

康
増
進
の
た
め
、
歯
科
保
健
教
育

や
歯
科
検
診
を
充
実
さ
せ
る
と
と

も
に
、
歯
科
技
工
士
の
方
の
担
い

手
確
保
の
た
め
の
取
り
組
み
を
進

め
て
参
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
、

世
界
に
誇
れ
る
日
本
の
医
療
を
し

っ
か
り
と
支
え
て
参
り
ま
す
。

候補者の政見を聞く候補者の政見を聞く

参議院選挙特集

社会保障には優先的に
財源を充てるべき

消費税増税に代わる
提案広めていく

立憲民主党日本共産党

公明党

安田真理氏金田峰生氏

高橋光男氏

健
康
寿
命
延
伸
へ

疾
病
予
防
を
強
化
す
る

文
書
回
答

お申し込み・お問い合わせは、
 ☎078－393－1807まで

保団連近畿ブロック・近畿反核医師懇談会　市民公開講演会
「第30回核戦争に反対し、核兵器の廃絶を求める
 医師・医学者のつどいin京都」プレ企画

安倍政権とメディア
 ―民主主義とは何か

日　時　７月21日（日）14時～16時
会　場　 大阪協会・Ｍ＆Ｄホール
　　　　 ※大阪市浪速区幸町１－２－33　地下鉄なんば駅下

車・地下鉄出入口26－Aを上がる（徒歩５分）
講　師　東京新聞社会部記者　望月衣塑子氏

　安倍自公政権は、ウソやデータの改ざん、隠
蔽、様々な圧力などを使って国民やマスコミを
欺き、政府・与党を正当化しています。今回は
新聞記者として安倍自公政権と鋭く対峙してき
た望月衣塑子氏をお招きし、政権の本質的な問
題点を明らかにしていただき、民主主義につい
て考えます。質問もできる貴重な機会ですの
で、ぜひご参加ください。
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参
議
院
選
挙
を
前
に
、
選
挙

の
争
点
や
各
党
の
政
策
に
つ
い

て
、
政
策
運
動
広
報
委
員
会
の

役
員
が
語
り
合
っ
た
。

与
党
が
議
席
を
伸
ば
せ
ば

与
党
が
議
席
を
伸
ば
せ
ば

社
会
保
障
改
悪
に
拍
車

社
会
保
障
改
悪
に
拍
車

　

加
藤　

参
議
院
選
挙
が
近
づ
い

て
き
た
。
日
本
の
方
向
性
が
決
ま

る
大
事
な
選
挙
だ
。
ま
ず
は
、
安

倍
政
権
の
医
療
・
社
会
保
障
政
策

と
与
党
の
選
挙
公
約
を
検
証
し
た

い
。

　

西
山　

自
民
党
は
「
総
合
政
策

集
２
０
１
９
Ｊ
―
フ
ァ
イ
ル
」

で
、「
国
民
が
安
心
で
き
る
持
続

可
能
な
医
療
の
実
現
」
と
い
う
項

目
で
「
都
道
府
県
に
よ
る
地
域
医

療
構
想
の
達
成
を
支
援
」「
地
域

医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
を
充

実
」「
入
院
機
能
と
か
か
り
つ
け

機
能
を
担
う
中
小
病
院
や
有
床
診

療
所
の
充
実
策
を
講
ず
る
」「
２

０
２
４
年
度
か
ら
の
医
師
の
時
間

外
労
働
規
制
の
適
用
に
向
け
た
対

応
、
実
効
的
な
支
援
策
の
推
進
」

な
ど
、
他
党
に
比
べ
る
と
具
体
的

な
政
策
を
発
表
し
て
い
る
。
公
明

党
は
「
重
点
政
策
５
つ
の
柱
」
で

「
認
知
症
施
策
の
推
進
」「
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」「
が
ん
対
策

の
強
化
」「
生
活
習
慣
病
対
策
の

強
化
」
等
を
掲
げ
て
い
る
。
自
民

党
の
「
持
続
可
能
な
」
と
い
う
書

き
ぶ
り
や
「
地
域
医
療
構
想
の
達

成
」
と
い
う
点
に
は
懸
念
を
抱
く

と
と
も
に
、
総
合
確
保
基
金
の
充

実
や
医
師
の
時
間
外
労
働
規
制
へ

の
支
援
策
な
ど
は
具
体
策
が
重
要

だ
。

　

武
村　

公
約
で
与
党
は
当
た
り

障
り
の
な
い
政
策
を
掲
げ
て
い
る

が
、
政
府
と
と
も
に
こ
れ
ま
で
進

め
て
き
た
社
会
保
障
政
策
は
問
題

が
多
い
。

　

会
期
末
に
は
、
金
融
審
議
会

が
、「
年
金
だ
け
で
は
老
後
資
金

が
２
０
０
０
万
円
不
足
す
る
」
と

の
報
告
書
を
出
し
た
。
こ
れ
が
批

判
を
浴
び
る
と
、
麻
生
金
融
担
当

大
臣
は
「
政
府
の
政
策
ス
タ
ン
ス

と
違
う
」
と
受
け
取
り
を
拒
否
し

た
が
、
年
金
が
低
水
準
で
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
だ
。
し
か
も
、
政
府

は
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
と
い
う

年
金
削
減
の
仕
組
み
を
導
入
し
、

年
金
水
準
を
引
き
下
げ
て
い
く
予

定
だ
。

　

西
山　

医
療
分
野
で
は
、
今
回

改
選
と
な
る
参
院
議
員
が
選
出
さ

れ
た
６
年
前
か
ら
検
証
す
る
と
数

々
の
患
者
負
担
増
が
行
わ
れ
て
き

た
（
表
１
）。
診
療
報
酬
改
定
も

３
回
連
続
で
マ
イ
ナ
ス
改
定
だ
。

　

川
西　

実
際
、
安
倍
政
権
は
13

年
度
以
降
社
会
保
障
費
を
４
兆
２

７
２
０
億
円
抑
制
し
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。
毎
年
２
２
０
０
億
円
の

社
会
保
障
費
抑
制
を
行
っ
て
、
医

療
崩
壊
を
も
た
ら
し
た
小
泉
政
権

よ
り
大
規
模
だ
。

　

足
立　

参
議
院
選
挙
で
与
党
を

勝
た
せ
れ
ば
、
信
任
を
得
た
と
し

て
こ
う
し
た
政
策
が
さ
ら
に
続

く
。
先
月
末
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

「
骨
太
の
方
針
２
０
１
９
」
で
は

選
挙
を
意
識
し
て
具
体
的
項
目
に

は
言
及
せ
ず
、「
骨
太
の
方
針
２

０
２
０
」
で
医
療
の
給
付
抑
制
と

国
民
負
担
増
を
盛
り
込
む
と
書
か

れ
て
い
る
。

　

西
山　

財
政
制
度
等
審
議
会
財

政
制
度
分
科
会
の
「
建
議
」
で

は
、
受
診
時
定
額
負
担
や
後
期
高

齢
者
の
窓
口
負
担
２
倍
化
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
負
担
増
が
書
き
込
ま

れ
て
い
る
（
表
２
）。
こ
れ
ら

は
、
議
論
の
た
び
に
多
く
の
医
療

者
と
国
民
の
反
対
で
実
施
で
き
ず

に
き
た
も
の
だ
。
こ
れ
ら
を
実
現

さ
せ
て
し
ま
う
の
か
が
今
回
の
選

挙
に
か
か
っ
て
い
る
。

　

武
村　

そ
の
通
り
だ
。
毎
日

新
聞
は
「（
参
議
院
選
挙
で
）

政
権
が
打
撃
を
受
け
れ
ば
負
担

増
を
持
ち
出
せ
な
く
な
る
」
と

い
う
厚
労
省
幹
部
の
発
言
を
紹

介
し
て
い
る
。
今
で
も
患
者
さ

ん
か
ら
は
経
済
的
な
理
由
で
必

要
な
検
査
を
延
期
し
て
ほ
し

い
、
薬
を
減
ら
し
て
ほ
し
い
と

の
言
葉
を
よ
く
聞
く
。
医
療
機
関

に
か
か
れ
な
い
受
診
抑
制
も
増
え

て
い
る
。
こ
れ
以
上
の
患
者
負
担

増
は
経
済
的
弱
者
を
排
除
し
、
い

つ
で
も
ど
こ
で
も
誰
で
も
、
最
適

な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
と
い
う
国

民
皆
保
険
制
度
の
根
幹
を
破
壊
し

て
し
ま
う
。

　

足
立　

テ
レ
ビ
朝
日
の
世
論
調

査
で
は
、
参
院
選
で
重
視
す
る
政

策
で
最
も
多
か
っ
た
の
は
「
年
金

・
社
会
保
障
制
度
」
の
60
％
だ
。

社
会
保
障
に
つ
い
て
国
民
の
関
心

は
毎
回
非
常
に
高
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
ど
の
政
治
勢
力
が
伸
び
れ

ば
ど
の
よ
う
な
政
策
が
実
施
さ
れ

る
の
か
が
、
浸
透
し
て
い
な
い
。

会
員
を
中
心
に
患
者
さ
ん
に
も
政

府
の
社
会
保
障
政
策
の
問
題
点
を

示
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。多

様
な
財
源
を
各
党
は
示
せ

多
様
な
財
源
を
各
党
は
示
せ

　

加
藤　

政
策
を
支
え
る
財
源
も

大
切
だ
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
自

民
党
は
消
費
税
増
税
を
明
言
し
て

い
る
。

　

川
西　

も
と
も
と
政
府
は
消
費

税
率
を
８
％
か
ら
10
％
に
し
た
際

１
・
７
兆
円
を
子
育
て
世
代
へ
の

投
資
に
回
す
と
言
い
出
し
た
。
そ

も
そ
も
消
費
税
収
は
す
べ
て
社
会

保
障
に
使
う
と
公
言
し
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
大
部
分
が
借
金

返
済
に
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
国

民
へ
の
裏
切
り
で
あ
る
。

　

西
山　

こ
の
間
は
社
会
保
障
制

度
改
悪
の
連
続
で
、
消
費
税
で
社

会
保
障
が
充
実
し
た
と
感
じ
て
い

る
国
民
は
少
な
い
だ
ろ
う
。
１
９

８
９
年
の
消
費
税
導
入
以
来
、
国

民
は
３
７
２
兆
円
の
消
費
税
を
負

担
し
て
き
た
が
、
同
時
期
に
法
人

税
と
所
得
税
は
３
９
３
兆
円
も
減

め
て
医
療
に
消
費
税
が
使
わ
れ
て

い
な
い
こ
と
を
知
っ
た
」「
消
費

税
分
の
財
源
が
高
所
得
者
の
所
得

税
や
大
企
業
の
法
人
税
減
税
の
穴

埋
め
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
初

め
て
知
っ
て
驚
い
た
」
な
ど
の
反

響
が
寄
せ
ら
れ
た
。
多
く
の
人
が

消
費
税
の
使
い
道
に
つ
い
て
知
ら

な
い
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
り
、

運
動
を
も
っ
と
強
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

足
立　

医
療
機
関
の
控
除
対
象

外
消
費
税
も
問
題
だ
。
大
学
病
院

の
幹
部
か
ら
も
10
％
へ
の
税
率
引

き
上
げ
に
つ
い
て
「
心
配
だ
」
と

い
う
声
が
出
て
い
る
ほ
ど
で
、
現

在
で
も
年
間
約
８
億
円
の
控
除
対

象
外
消
費
税
を
負
担
し
て
い
る
そ

う
だ
。
こ
れ
で
は
設
備
投
資
な
ど

が
思
う
よ
う
に
で
き
な
い
し
、
ひ

い
て
は
大
学
病
院
が
高
度
な
医
療

を
提
供
で
き
な
く
な
る
可
能
性
も

あ
る
だ
ろ
う
。

　

武
村　

保
団
連
の
調
査
で
も
保

険
診
療
収
入
に
対
す
る
控
除
対
象

外
消
費
税
の
割
合
は
、
医
科
の
無

床
診
療
所
で
２
・
79
％
、
歯
科
診

療
所
で
２
・
31
％
で
あ
り
、
額
に

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
２
１
６
万
円
、

82
万
円
の
負
担
を
強
い
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
私

た
ち
は
問
題
解
決
の
た
め
に
課
税

ゼ
ロ
税
率
を
求
め
て
い
た
が
、
結

局
、
自
民
党
税
調
と
政
府
税
調
は

診
療
報
酬
へ
の
上
乗
せ
で
対
応
す

る
と
し
、
日
医
や
日
歯
も
そ
れ
を

了
承
し
て
し
ま
っ
た
。
税
率
が
10

％
に
な
れ
ば
、
根
本
解
決
ど
こ
ろ

か
、
ま
す
ま
す
不
公
平
が
広
が

り
、
医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
経
営

に
及
ぼ
す
影
響
が
大
き
く
、
最
適

だ
と
思
う
医
療
を
提
供
で
き
な
い

恐
れ
も
あ
る
。

　

幸
田　

消
費
税
増
税
で
最
も
問

題
な
の
は
景
気
を
悪
化
さ
せ
、
国

民
の
暮
ら
し
を
さ
ら
に
困
窮
さ
せ

る
こ
と
だ
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
（
国
際
通
貨

基
金
）
や
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力

開
発
機
構
）、
多
く
の
エ
コ
ノ
ミ

ス
ト
な
ど
が
、
世
界
経
済
の
減
速

を
警
告
し
て
い
る
し
、
日
本
経
済

も
後
退
局
面
に
入
っ
た
と
の
観
測

も
流
れ
て
い
る
。
今
、
消
費
税
増

税
を
強
行
す
れ
ば
、
景
気
の
悪
化

は
決
定
的
に
な
る
。
ウ
ォ
ー
ル
・

ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
も

「
安
倍
首
相
は
年
内
に
消
費
税
率

を
引
き
上
げ
、
景
気
を
悪
化
さ
せ

る
と
固
く
心
に
決
め
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
」「
消
費
増
税
は
失

策
、
日
本
は
回
避
の
チ
ャ
ン
ス
台

無
し
に
」 

と
報
じ
て
い
る
。
安
倍

政
権
は
景
気
悪
化
を
見
越
し
て
、

現
金
を
使
わ
ず
に
買
い
物
を
し
た

人
へ
の
ポ
イ
ン
ト
還
元
等
、
消
費

税
増
税
に
よ
る
財
源
の
う
ち
36
％

に
あ
た
る
２
兆
円
を
景
気
対
策
に

充
て
る
と
い
う
本
末
転
倒
な
政
策

を
準
備
し
て
い
る
。
そ
ん
な
に
景

気
の
悪
化
が
心
配
な
ら
増
税
を
中

止
す
べ
き
だ
。

　

足
立　

し
か
し
、
国
民
の
間
に

は
す
で
に
消
費
税
増
税
は
決
定
さ

れ
、
も
う
覆
せ
な
い
と
の
考
え
も

強
い
。
テ
レ
ビ
朝
日
の
世
論
調
査

で
も
「
参
院
選
で
重
視
す
る
政

策
」
と
し
て
「
消
費
税
増
税
」
は

26
％
で
４
番
目
だ
。

　

川
西　

以
前
、
安
倍
首
相
の
右

腕
と
い
わ
れ
る
自
民
党
の
萩
生
田

光
一
幹
事
長
代
行
が
、
７
月
１
日

の
「
日
銀
短
観
」
が
示
す
景
況
感

次
第
で
「
増
税
の
延
期
も
あ
り
う

る
」
と
述
べ
た
。
７
月
以
降
で

も
、
消
費
税
増
税
中
止
は
可
能
で

あ
る
と
政
権
与
党
の
幹
部
も
認
め

て
い
る
。
参
議
院
選
挙
で
、
野
党

が
議
席
数
を
伸
ば
し
、
消
費
税
増

税
反
対
の
世
論
を
示
せ
ば
、
政
権

も
増
税
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
あ
き
ら
め
ず
に
選
挙
に
い
く

べ
き
だ
。

　

加
藤　

野
党
の
財
源
論
は
ど
う

か
。
野
党
第
一
党
の
立
憲
民
主
党

だ
が
、
具
体
的
な
財
源
は
公
約
に

は
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
。「
所
得
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参議院選挙特集参議院選挙特集 政策座談会

選挙で医療・社会保障充実へ選挙で医療・社会保障充実へ

表１　６年間で実施された患者負担増

表２　財務省が計画する医療制度改悪・患者負担増

・入院時の食事代引き上げ
・入院時の光熱水費の引き上げ
・紹介状なしの大病院受診に定額負担
・高額療養費制度の負担上限額引き上げ
・70歳から74歳の高齢者の
　窓口負担１割から２割への引き上げ

・ 「小さなリスクについて、薬剤自己負担の引上げや、少額受診等に一定
程度の追加負担を求める」
・ 「薬剤自己負担の引上げについては、医薬品の種類に応じた保険給付率
を設定することや、OTC医薬品と同一の有効成分を含む医療用医薬品
の保険給付の在り方について見直す」
・ 「少額受診等における一定程度の追加負担に当たっては、かかりつけ医
・かかりつけ薬局等への誘導策として定額負担に差を設定する」
・ 「医薬品・医療技術については、…費用対効果や財政への影響など経済
性の面からの評価も踏まえて、保険収載の可否も含め公的保険での対応
の在り方を決める仕組みとしていくべき」
・ 「保険収載とならなかった医薬品等については、…保険外併用療養費制
度に新たな分類を設けてより柔軟に対応」
・「民間保険の積極的な活用」
・「（国保の）法定外繰入等を速やかに解消」
・「診療報酬の合理化・適正化等を進めていく」
・「75 歳以上の後期高齢者の自己負担について原則２割負担とすべき」
・ 「金融資産の保有状況も勘案して負担能力を判定する制度の具体的な設
計の検討」
・「後期高齢者医療制度における「現役並み所得」の判定基準の見直し」

財務省の諮問会議である財政制度等審議会財政制度分科会「令和時代の財政の在り方に関する建議」より

武村 義人 副理事長

川西 敏雄 副理事長

加藤 擁一 政策部長
副理事長

司
会

の
増
収
分
５

・
５
兆
円
の

う
ち
、
約
１

兆
円
を
社
会

保
障
の
充
実

に
、
約
４
兆

円
を
国
の
借

金
返
済
に
充

て
る
と
し
て

い
た
が
、
そ

の
後
、
借
金

返
済
分
か
ら

っ
て
い
る
。
そ
の
理
由

は
、
資
産
家
や
高
額
所
得

者
、
大
企
業
へ
の
度
重
な

る
減
税
や
優
遇
と
い
わ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
消
費
税

増
税
に
よ
る
景
気
後
退

で
、
法
人
税
や
所
得
税
そ

の
も
の
が
減
っ
た
と
多
く

の
経
済
学
者
や
財
政
学
者

が
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま

り
、
増
税
分
は
す
べ
て
社

会
保
障
に
と
い
う
の
は
消

費
税
増
税
の
た
め
の
方
便

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

再
び
消
費
税
増
税
を
行
え

ば
、
同
じ
こ
と
の
繰
り
返

し
だ
。

　

加
藤　

協
会
で
は
消
費

税
の
問
題
点
を
多
く
の
患

者
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
お

う
と
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
で
消

費
税
を
取
り
上
げ
、「
初
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税
・
法
人
税
へ
の
累
進
課
税
強

化
」
と
公
約
に
掲
げ
た
こ
と
と
、

公
約
発
表
時
の
記
者
か
ら
の
質
問

に
逢
坂
誠
二
政
調
会
長
が
「
金
融

所
得
課
税
の
累
進
性
の
強
化
」
と

答
え
た
程
度
だ
ろ
う
。
方
向
性
は

私
た
ち
の
要
求
と
同
じ
だ
が
、
具

体
性
に
か
け
る
。

　

西
山　

ネ
ッ
ト
で
公
約
を
調
べ

た
が
、
今
回
の
選
挙
に
あ
た
り
財

源
論
を
具
体
的
に
打
ち
出
し
て
い

る
の
は
与
党
と
共
産
党
だ
け
の
よ

う
だ
。

　

足
立　

共
産
党
は
、
大
企
業
優

遇
税
制
是
正
で
４
兆
円
、
富
裕
層

優
遇
税
制
是
正
で
３
・
１
兆
円
、

米
軍
へ
の
「
思
い
や
り
」
予
算
な

ど
の
廃
止
で
０
・
４
兆
円
を
生
み

出
す
と
し
て
お
り
、
大
企
業
の
受

取
配
当
益
金
不
算
入
制
度
、
外
国

子
会
社
配
当
益
金
不
算
入
制
度
の

見
直
し
な
ど
に
言
及
し
て
い
る
。

ま
た
、
使
い
方
も
「
介
護
・
保
育

労
働
者
の
月
５
万
円
の
賃
上
げ
」

「
国
保
料
の
引
下
げ
（「
均
等

割
」「
平
等
割
」
廃
止
）」「
就
学

前
児
童
の
医
療
費
無
料
化
」「
大

学
・
専
門
学
校
の
授
業
料
半
減
」

な
ど
医
療
・
社
会
保
障
、
教
育
分

野
を
中
心
に
据
え
て
お
り
、
ぜ
ひ

と
も
実
現
し
て
ほ
し
い
政
策
だ
。

　

幸
田　

私
は
、
山
本
太
郎
参
議

院
議
員
が
率
い
る
れ
い
わ
新
選
組

に
注
目
し
て
い
る
。
れ
い
わ
新
選

組
は
「
国
債
発
行
は
無
限
で
は
あ

り
ま
せ
ん
」
と
し
な
が
ら
も
「
イ

ン
フ
レ
目
標
２
％
に
到
達
す
る
ま

で
」
新
規
国
債
の
発
行
を
行
い
、

「
確
実
に
足
り
な
い
分
野
と
人
々

に
大
胆
に
、
財
政
出
動
を
行
い
、

生
活
を
支
え
積
極
的
に
経
済
を
ま

わ
し
ま
す
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
今
国
際
的
に
注
目
を
浴
び
て

い
る
「
現
代
貨
幣
理
論
（
Ｍ
Ｍ

Ｔ
）」
に
基
づ
い
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
こ
の
理
論
は
、
政
府
は
任

意
の
自
国
通
貨
建
て
国
債
発
行
に

よ
り
財
政
支
出
量
を
調
整
し
、
望

ま
し
い
イ
ン
フ
レ
レ
ベ
ル
を
達
成

す
る
こ
と
が
可
能
だ
と
い
う
も
の

で
、
簡
単
に
言
え
ば
、
日
本
は
国

債
を
ま
だ
発
行
で
き
る
と
い
う
も

の
だ
。
日
銀
や
財
務
省
は
反
対
し

て
い
る
が
、
自
民
党
の
西
田
昌
司

参
院
議
員
は
「
Ｍ
Ｍ
Ｔ
が
言
っ
て

い
る
こ
と
は
、
自
国
建
て
の
通
貨

で
国
債
発
行
す
る
限
り
破
綻
し
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
は
財
務

省
も
認
め
て
い
る
。
…
イ
ン
フ
レ

率
が
２
〜
３
％
に
な
る
ま
で
、

（
財
政
を
）
出
せ
ば
い
い
」
と
述

べ
て
い
る
し
、
共
産
党
の
大
門
実

紀
史
参
議
院
議
員
も
「
ど
ん
ど
ん

借
金
を
増
や
し
て
い
い
と
い
う
わ

け
で
は
な
い
が
、
財
務
省
は
脅
し

過
ぎ
だ
。
…
Ｍ
Ｍ
Ｔ
を
支
持
す
る

人
々
に
シ
ン
パ
シ
ー
は
感
じ
る
」

と
発
言
し
て
い
る
。
私
も
以
前
よ

り
「
貨
幣
の
増
加
は
、
労
働
や
生

産
で
は
な
く
、
国
債
発
行
も
含
め

た
借
り
入
れ
に
よ
る
も
の
だ
」
と

主
張
し
て
お
り
、 

こ
の
理
論
を
支

持
し
た
い
。
こ
の
理
論
が
正
し
け

れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
緊
縮
財
政
と

社
会
保
障
費
抑
制
の
根
拠
が
覆
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
協
会
で
も
検

討
す
べ
き
だ
。

　

加
藤　

当
然
、
検
討
は
行
っ
て

い
く
が
、
協
会
が
こ
れ
ま
で
議
論

を
積
み
重
ね
て
き
た
大
企
業
と
富

裕
層
に
応
分
の
負
担
を
求
め
る
こ

と
と
、
使
用
者
負
担
を
中
心
に
社

会
保
険
料
の
引
き
上
げ
を
行
う
こ

と
を
要
求
の
重
点
と
し
た
い
。

「
平
和
主
義
」を

「
平
和
主
義
」を

転
換
す
る
安
倍
政
権

転
換
す
る
安
倍
政
権

　

加
藤　

次
は
改
憲
に
つ
い
て
取

り
上
げ
た
い
。
安
倍
首
相
は
憲
法

改
定
を
選
挙
の
争
点
と
す
る
考
え

を
示
し
て
い
る
。

　

武
村　

最
近
、
ト
ラ
ン
プ
米
大

統
領
は
日
米
安
保
条
約
に
つ
い
て

「
不
公
平
な
合
意
で
あ
る
。
…
誰

か
が
米
国
を
攻
撃
し
て
も
、
日
本

は
そ
う
す
る
必
要
が
な
い
」
と
述

べ
た
。
報
道
で
は
通
商
交
渉
を
有

利
に
進
め
よ
う
と
す
る
ア
メ
リ
カ

側
の
牽
制
だ
と
さ
れ
て
い
る
が
、

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
こ
の
不
満
を

払
し
ょ
く
す
る
こ
と
が
、
政
府
や

自
民
党
の
改
憲
の
狙
い
な
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

西
山　

安
倍
首
相
が
公
約
と
し

て
位
置
づ
け
て
い
る
自
民
党
の
改

憲
草
案
は
、
戦
力
不
保
持
と
交
戦

権
の
否
認
を
掲
げ
た
９
条
２
項
の

後
に
、「
前
項
の
規
定
は
…
自
衛

の
措
置
を
と
る
こ
と
を
妨
げ
な

い
」
と
し
た
上
で
自
衛
隊
の
保
持

を
明
記
し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
、

２
項
の
制
約
が
自
衛
隊
に
及
ば

ず
、
い
わ
ゆ
る
「
フ
ル
ス
ペ
ッ
ク

の
集
団
的
自
衛
権
」
行
使
が
容
認

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
自
衛
隊
は

ア
メ
リ
カ
と
と
も
に
海
外
で
無
制

限
の
武
力
行
使
が
で
き
る
こ
と
に

な
る
。

　

武
村　

そ
も
そ
も
、
イ
ラ
ク
戦

争
は
米
英
の
自
衛
権
の
行
使
、
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
紛
争
も
米
国
に
よ

る
自
衛
権
の
行
使
に
よ
り
発
生
し

て
い
る
。
つ
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
は

実
際
に
は
攻
撃
を
受
け
て
い
な
く

て
も
、
自
衛
権
の
行
使
と
し
て
他

国
に
軍
事
攻
撃
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
自
衛
隊
が
付
き
従
う
こ
と

に
な
れ
ば
、
日
本
は
世
界
中
か
ら

平
和
国
家
と
は
見
ら
れ
な
く
な

り
、
武
力
攻
撃
の
対
象
と
な
る
だ

ろ
う
。
国
民
の
生
命
と
健
康
を
守

る
医
師
・
歯
科
医
師
と
し
て
、
こ

れ
に
は
反
対
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
は
な
い
か
。

　

足
立　

安
倍
首
相
の
議
論
の
進

め
方
も
問
題
だ
。
ネ
ッ
ト
番
組

で
、
首
相
は
憲
法
審
査
会
で
の
議

論
に
野
党
が
応
じ
な
い
こ
と
を
批

判
し
、「
憲
法
を
議
論
す
る
党

か
、
し
な
い
党
か
が
争
点
だ
」
と

し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
お
か
し

い
。
憲
法
審
査
会
は
、
国
会
法
１

０
２
条
で
「
憲
法
改
正
原
案
」
を

つ
く
る
場
と
決
め
ら
れ
て
お
り
、

改
憲
は
必
要
な
い
と
い
う
野
党
か

ら
す
れ
ば
、
憲
法
審
査
会
に
参
加

し
な
い
の
は
当
た
り
前
だ
。
逆

に
、
国
民
的
な
要
求
も
な
い
の

に
、
本
来
、
憲
法
に
縛
ら
れ
る
べ

き
政
府
や
与
党
が
改
憲
案
を
一
方

的
に
提
起
し
て
い
る
ほ
う
が
問
題

だ
。

　

川
西　

ア
メ
リ
カ
い
い
な
り
の

軍
備
拡
張
も
問
題
だ
。
昨
年
、
閣

議
決
定
し
た
中
期
防
衛
力
整
備
計

画
で
は
５
年
間
で
27
兆
４
７
０
０

億
円
を
支
出
す
る
と
し
て
い
る
。

中
身
は
１
０
５
機
の
Ｆ
―
35
戦
闘

機
、
護
衛
艦
い
ず
も
・
か
が
の
空

母
化
、
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
の

整
備
だ
。
Ｆ
35
は
１
機
が
１
１
６

億
円
以
上
で
、
１
機
購
入
を
や
め

れ
ば
、
９
０
０
人
分
の
特
養
ホ
ー

ム
が
整
備
で
き
る
そ
う
だ
。
東
ア

ジ
ア
の
情
勢
が
緊
迫
し
て
い
る

中
、
一
定
の
防
衛
力
整
備
は
必
要

だ
ろ
う
が
、
見
境
の
な
い
米
国
製

高
額
兵
器
の
大
量
購
入
は
見
直
し

が
必
要
だ
。

　

武
村　

日
本
維
新
の
会
を
除
く

野
党
は
市
民
連
合
と
合
意
し
た
共

通
政
策
で
「
安
倍
政
権
が
進
め
よ

う
と
し
て
い
る
憲
法
『
改
定
』
と

り
わ
け
第
９
条
『
改
定
』
に
反
対

し
、
改
憲
発
議
そ
の
も
の
を
さ
せ

な
い
た
め
に
全
力
を
尽
く
す
」

「
膨
張
す
る
防
衛
予
算
、
防
衛
装

備
に
つ
い
て
憲
法
９
条
の
理
念
に

照
ら
し
て
精
査
し
、
国
民
生
活
の

安
全
と
い
う
観
点
か
ら
他
の
政
策

の
財
源
に
振
り
向
け
る
」
と
し
て

い
る
。
こ
れ
は
私
た
ち
協
会
の
要

求
に
も
一
致
し
て
い
る
の
で
、
ぜ

ひ
実
現
し
て
ほ
し
い
。

政
権
を
支
え
る
マ
ス
コ
ミ
へ
の

政
権
を
支
え
る
マ
ス
コ
ミ
へ
の

圧
力
と
民
主
党
政
権
へ
の
失
望

圧
力
と
民
主
党
政
権
へ
の
失
望

　

加
藤　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ

う
に
、
安
倍
政
権
と
そ
れ
を
支
え

る
与
党
の
政
策
に
は
問
題
が
多
い

と
思
う
が
、
政
権
の
支
持
率
は
45

％
と
高
い
ま
ま
だ
。
こ
の
あ
た
り

を
ど
う
み
る
か
。

　

武
村　

や
は
り
官
邸
に
よ
る
マ

ス
コ
ミ
に
対
す
る
圧
力
が
あ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
安
倍
政
権

の
問
題
点
を
マ
ス
コ
ミ
が
報
道
し

よ
う
と
し
て
も
、
政
権
や
社
の
幹

部
が
圧
力
を
か
け
、
正
し
い
情
報

が
国
民
に
伝
わ
ら
な
い
よ
う
に
感

じ
る
。
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
国
境
な
き

記
者
団
」
が
発
表
し
た
２
０
１
９

年
の
「
報
道
の
自
由
度
ラ
ン
キ
ン

グ
」
で
日
本
は
Ｇ
７
最
低
の
第
67

位
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で

は
政
府
に
都
合
の
悪
い
こ
と
は
報

じ
ら
れ
ず
、
国
民
が
政
府
に
疑
問

を
抱
か
な
い
の
は
当
然
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
大
手
マ
ス
コ
ミ
は
、

権
力
に
対
峙
す
る
姿
勢
を
も
っ
と

重
視
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　

足
立　

官
邸
の
イ
メ
ー
ジ
操
作

が
非
常
に
う
ま
い
と
思
う
。
安
倍

政
権
は
次
々
と
新
し
い
看
板
政
策

を
掲
げ
る
が
、「
一
億
総
活
躍
社

会
」
は
所
得
の
低
い
高
齢
者
に
就

労
を
強
い
る
だ
け
、「
全
世
代
型

社
会
保
障
」
は
高
齢
者
向
け
の
社

朝
日
新
聞
の
世
論
調
査
で
も
、
内

閣
支
持
の
理
由
で
最
も
多
い
の
は

「
他
よ
り
よ
さ
そ
う
」
だ
。
政
権

交
代
は
行
っ
た
が
、
国
民
が
期
待

し
た
政
策
の
多
く
は
実
現
で
き

ず
、
最
終
的
に
は
消
費
税
増
税
を

掲
げ
る
よ
う
に
な
り
、
国
民
の
失

望
は
ピ
ー
ク
に
達
し
た
。
結
局
、

政
権
交
代
が
起
こ
っ
て
も
生
活
は

よ
く
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
の

が
、
国
民
の
実
感
だ
ろ
う
。
多
く

の
国
民
は
そ
の
と
き
の
経
験
か

ら
、
自
民
党
の
政
策
に
は
賛
成
し

か
ね
る
が
、
野
党
で
は
ま
と
も
な

政
権
運
営
が
で
き
な
い
と
思
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

野
党
統
一
候
補
は

野
党
統
一
候
補
は

共
通
政
策
の
実
現
を

共
通
政
策
の
実
現
を

　

加
藤　

こ
う
し
た
中
、
維
新
を

除
く
野
党
は
共
闘
を
進
め
て
い
る

が
、
こ
の
点
は
ど
う
か
。

　

武
村　

今
回
の
参
議
院
選
挙
で

は
、
す
べ
て
の
１
人
区
で
野
党
の

共
同
候
補
が
擁
立
さ
れ
た
。
こ
れ

は
前
回
の
参
議
院
選
挙
で
も
行
わ

れ
た
が
、
今
回
は
多
岐
に
わ
た
る

共
通
政
策
が
合
意
さ
れ
た
こ
と
が

大
き
い
。
国
民
民
主
党
の
中
に
は

支
持
基
盤
に
電
力
総
連
（
全
国
電

力
関
連
産
業
労
働
組
合
総
連
合
）

傘
下
の
組
合
を
抱
え
て
い
る
候
補

も
多
く
、
脱
原
発
に
賛
成
で
き
な

い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
た

が
、
一
致
で
き
た
こ
と
は
よ
か
っ

た
。

　

足
立　

共
通
政
策
で
、
高
度
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
の
根
拠

と
な
っ
た
虚
偽
デ
ー
タ
、
森
友
学

園
・
加
計
学
園
及
び
南
ス
ー
ダ
ン

日
報
隠
蔽
の
疑
惑
の
解
明
、
報
道

の
自
由
の
徹
底
な
ど
、
議
会
制
民

主
主
義
や
立
憲
主
義
に
関
わ
る
政

治
の
あ
り
方
そ
の
も
の
を
正
そ
う

と
し
て
い
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と

だ
と
思
う
。
多
く
の
国
民
は
忘
れ

か
け
て
い
る
が
、
も
う
一
度
、
安

倍
政
権
に
よ
る
政
治
の
私
物
化
の

是
非
を
問
う
選
挙
に
し
た
い
。

　

川
西　

政
治
資
金
の
問
題
に
も

切
り
込
ん
で
ほ
し
い
。
最
近
、
２

０
１
７
年
の
衆
院
選
期
間
中
、
沖

縄
県
選
挙
区
か
ら
立
候
補
し
た
自

民
党
議
員
３
人
が
、
名
護
市
辺
野

古
の
米
軍
新
基
地
建
設
の
関
連
工

事
を
請
け
負
っ
た
業
者
か
ら
、
献

金
を
受
け
て
い
た
と
の
報
道
が
あ

っ
た
。
結
局
、
自
民
党
は
民
意
を

無
視
し
て
公
共
事
業
を
強
行
し
、

業
者
か
ら
献
金
を
受
け
取
り
選
挙

資
金
に
し
て
い
る
。
こ
ん
な
利
益

誘
導
を
許
し
て
い
て
は
い
け
な

い
。

　

武
村　

た
だ
、
共
通
政
策
は
、

社
会
保
障
に
つ
い
て
の
記
述
が
非

常
に
少
な
い
。「
…
生
活
を
底
上

げ
す
る
経
済
、
社
会
保
障
政
策
を

確
立
し
、
貧
困
・
格
差
を
解
消
す

る
こ
と
」
と
さ
れ
て
い
る
だ
け

だ
。
今
後
、
論
戦
の
中
で
さ
ら
に

具
体
化
し
て
ほ
し
い
し
、
私
た
ち

も
情
報
提
供
を
行
い
た
い
。
ま

た
、
候
補
者
は
一
人
ひ
と
り
が
共

通
政
策
に
納
得
し
て
選
挙
戦
で
し

っ
か
り
と
訴
え
、
当
選
後
に
は
そ

の
実
現
に
向
け
て
行
動
し
て
ほ
し

い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
本
気
の
共

闘
は
で
き
な
い
し
、
多
く
の
有
権

者
の
支
持
を
得
る
こ
と
は
で
き
な

い
だ
ろ
う
。

安
倍
政
権
を

安
倍
政
権
を

右
か
ら
煽
る
維
新

右
か
ら
煽
る
維
新

　

加
藤　

大
阪
の
Ｗ
選
挙
や
大
阪

12
区
の
衆
院
補
選
で
勝
利
し
勢
い

の
あ
る
日
本
維
新
の
会
に
つ
い
て

は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　

幸
田　

大
阪
で
は
既
成
政
党
対

維
新
と
い
う
構
図
を
作
り
、
維
新

を
改
革
政
党
と
い
う
形
で
打
ち
出

す
こ
と
で
、
現
状
に
不
満
を
持
つ

有
権
者
の
支
持
を
集
め
た
の
だ
と

思
う
。
し
か
し
、
国
政
の
政
策

は
、
松
井
一
郎
代
表
が
ネ
ッ
ト
番

組
で
「
安
倍
総
理
に
本
気
で
憲
法

審
査
会
の
開
催
を
求
め
て
い
き
た

い
」
な
ど
と
述
べ
た
よ
う
に
、
憲

法
観
を
は
じ
め
自
民
党
と
ほ
と
ん

ど
変
わ
ら
な
い
。

　

加
藤　

確
か
に
維
新
の
会
が
果

た
し
て
い
る
の
は
安
倍
政
権
を
右

か
ら
煽
っ
て
い
く
役
割
だ
。
歴
史

的
に
見
る
と
、
そ
う
し
た
勢
力
は

主
流
に
な
ら
な
く
て
も
、
世
論
の

中
心
を
右
傾
化
し
、
他
国
と
の
衝

突
な
ど
で
最
終
的
に
は
一
般
国
民

を
不
幸
に
し
て
き
た
。

と
に
か
く
投
票
に
行
こ
う

と
に
か
く
投
票
に
行
こ
う

　

加
藤　

最
後
に
、
会
員
の
先
生

へ
の
訴
え
を
お
願
い
し
た
い
。

　

幸
田　

い
く
ら
良
い
政
策
を
掲

げ
て
い
て
も
、
そ
れ
を
実
行
す
る

財
源
が
必
要
だ
と
思
う
。
政
府
は

国
民
の
社
会
保
障
充
実
の
要
求
に

は
財
政
均
衡
論
を
振
り
か
ざ
し

「
財
源
が
な
い
か
ら
で
き
な
い
」

と
い
う
一
方
で
、
防
衛
装
備
購
入

の
際
に
は
財
源
調
達
は
議
論
に
す

ら
な
ら
な
い
。
こ
こ
を
覆
す
た
め

に
も
財
源
論
を
真
正
面
か
ら
考
え

る
政
党
に
期
待
し
た
い
。

　

西
山　

医
師
・
歯
科
医
師
と
し

て
の
立
場
、
責
任
か
ら
は
、
や
は

り
医
療
・
社
会
保
障
政
策
を
重
視

し
て
投
票
先
を
決
め
て
ほ
し
い
。

投
票
に
行
か
な
い
多
く
の
人
は

「
選
挙
に
行
っ
て
も
政
治
は
変
わ

ら
な
い
」
と
思
っ
て
い
る
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
投
票
し
な
い
人
は

18
歳
以
下
の
子
ど
も
と
同
じ
で
、

そ
う
し
た
人
た
ち
の
意
見
な
ど
聞

か
な
く
て
も
よ
い
と
政
治
家
が
判

断
す
る
の
は
あ
る
意
味
合
理
的

だ
。
そ
の
結
果
、
一
部
の
選
挙
に

行
く
人
や
、
組
織
を
擁
し
献
金
す

る
よ
う
な
勢
力
の
意
向
に
沿
っ
た

政
治
が
進
め
ら
れ
て
し
ま
う
。
こ

れ
は
、
政
治
が
劣
化
す
る
負
の
ス

パ
イ
ラ
ル
だ
と
思
う
。
政
治
に
関

心
を
持
ち
、
少
し
で
も
知
識
を
得

て
、
家
族
や
ス
タ
ッ
フ
、
患
者
さ

ん
と
も
話
を
し
て
、
必
ず
投
票
に

行
っ
て
ほ
し
い
。

（
４
面
か
ら
の
つ
づ
き
）

西山 裕康 理事長　

足立 了平 副理事長

幸田 雄策 評議員　

会
保
障
負
担
増

と
給
付
抑
制
の

こ
と
だ
。
こ
ん

な
い
い
加
減
な

看
板
に
だ
ま
さ

れ
て
は
い
け
な

い
。

　

川
西　

過
去

の
民
主
党
政
権

の
ト
ラ
ウ
マ
も

支
持
率
を
押
し

上
げ
て
い
る
。
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参
議
院
選
挙
が
近
づ
い
て
き

た
。
安
倍
首
相
は
「
任
せ
な
さ

い
」
と
い
う
態
度
を
ず
っ
と
取
り

続
け
て
い
る
。

　

し
か
し
、
任
せ
た
ら
憲
法
９
条

改
悪
を
は
じ
め
と
す
る
危
険
な
政

策
が
目
白
押
し
で
あ
る
。
戦
争
が

で
き
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
９
条

を
改
悪
し
て
自
衛
隊
を
軍
隊
化
す

る
策
略
が
見
え
見
え
で
あ
る
。

　

軍
隊
保
持
の
意
向
を
示
す
た
め

訓
練
と
称
し
て
軍
事
演
習
を
よ
く

行
う
。
そ
し
て
、
一
機
百
億
円
以

上
す
る
ス
テ
ル
ス
型
戦
闘
機
を
多

数
購
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
ス

テ
ル
ス
機
が
防
衛
用
の
兵
器
と
は

と
て
も
思
え
な
い
。
陸
上
自
衛
隊

の
上
陸
演
習
の
ど
こ
が
防
衛
訓
練

か
。
防
衛
医
大
も
露
骨
に
軍
医
養

成
機
関
で
あ
り
、
国
民
医
療
の
改

善
に
役
立
て
よ
う
と
の
気
配
は
感

じ
ら
れ
な
い
。
小
銃
弾
も
一
発
２

０
０
円
近
く
す
る
ら
し
い
。
そ
れ

を
打
ち
ま
く
っ
て
訓
練
し
て
い

る
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
国
営
放
送
化
傾
向
も

気
に
な
る
。
党
首
討
論
は
安
倍
首

相
の
独
占
の
よ
う
に
感
じ
る
。
野

党
系
に
も
少
し
は
演
説
さ
せ
て
や

ろ
う
、
と
言
っ
て
い
る
か
の
よ
う

で
、
共
産
党
の
演
説
な
ど
お
情
け

で
さ
せ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

　

皇
室
関
係
の
報
道
も
大
幅
に
増

加
し
て
い
る
。
特
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
元

　

参
議
院
選
挙
で
あ
る
。
国
会
で

の
権
限
は
衆
議
院
に
劣
る
が
、
良

識
の
府
と
い
う
美
称
を
付
与
さ
れ

て
い
る
参
議
院
で
あ
る
。
そ
の
選

挙
が
こ
の
７
月
に
あ
る
。

　

投
票
日
当
日
は
所
用
で
投
票
所

に
行
け
な
い
の
で
、
今
回
は
期
日

前
投
票
を
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ

う
い
え
ば
期
日
前
投
票
は
初
め
て

の
経
験
で
あ
る
。
現
政
権
に
一
矢

報
い
る
た
め
に
、
変
革
の
一
票
に

な
る
こ
と
を
強
く
念
じ
、
投
票
所

に
足
を
運
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　

さ
て
、
参
議
院
選
挙
の
争
点
で

あ
る
。
改
憲
や
辺
野
古
や
消
費
税

や
年
金
や
外
交
や
原
発
な
ど
、
重

量
級
の
争
点
が
目
白
押
し
で
あ
る

が
、
僕
は
６
年
余
り
続
く
現
政
権

を
、
つ
ま
り
、
安
倍
首
相
そ
の
人

を
争
点
に
し
た
い
の
で
あ
る
。

　

彼
は
相
当
な
詭
弁
を
弄
す
る
こ

と
で
政
権
の
維
持
、
自
ら
の
保
身

を
図
っ
て
き
た
人
物
で
あ
る
。
そ

れ
を
実
に
勤
勉
に
そ
し
て
実
直
に

彼
は
遂
行
し
て
き
た
。
人
を
指
さ

し
て
は
取
り
乱
し
、
ふ
ん
だ
ん
に

　

３
年
前
の
参
議
院
選
挙
か
ら
選

挙
権
が
、
20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き

下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
10
代
で
政
治

に
参
加
す
る
重
要
な
機
会
が
選
挙

権
の
行
使
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
患
者
さ
ん
の
保
険

料
軽
減
や
窓
口
負
担
軽
減
、
そ
し

て
医
師
・
歯
科
医
師
だ
け
で
な

く
、
全
て
の
医
療
関
係
職
種
の
人

た
ち
が
、
社
会
で
活
躍
で
き
る
よ

う
、
国
会
議
員
を
は
じ
め
厚
労
省

や
財
務
省
に
請
願
を
し
て
い
ま

す
。
開
業
医
と
関
係
職
種
の
生
活

の
安
定
こ
そ
、
国
民
が
文
化
的
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
構
築

に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

消
費
税
は
、
逆
進
性
が
強
く
、

富
裕
層
や
大
企
業
に
は
有
利
で
す

が
、
一
般
国
民
の
景
気
は
冷
え
込

む
恐
れ
が
強
い
の
で
、
今
年
10
月

　

今
回
の
参
院
選
の
争
点
、
そ
れ

は
安
倍
一
強
政
治
に
対
す
る
評
価

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？　

国
会

規
則
で
開
会
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
予
算
委
員
会
を
開
か
な
い
、
政

策
を
国
会
で
討
論
し
な
い
こ
と

が
、
民
主
主
義
と
は
思
え
ま
せ

ん
。

　

Ｇ
20
が
開
か
れ
た
２
０
１
９

年
、
日
本
の
政
治
は
、
自
民
が
愚

民
、
公
明
が
無
明
、
維
新
が
幕

府
、
立
憲
が
倒
憲
、
国
民
が
玉

民
、
共
産
が
無
産
、
社
民
が
移
民

に
変
貌
。
ア
メ
リ
カ
の
民
主
党
と

共
和
党
の
よ
う
な
二
大
政
党
が
チ

ェ
ッ
ク
ア
ン
ド
バ
ラ
ン
ス
を
す
る

こ
と
が
理
想
の
政
治
の
姿
と
思
い

ま
す
。
安
倍
政
権
の
与
党
で
あ
る

自
民
党
・
公
明
党
と
そ
の
補
完
勢

力
の
維
新
に
対
峙
す
る
勢
力
（
立

憲
・
国
民
・
共
産
・
社
民
）
に
頑

張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

憲
法
改
正
が
争
点
に
な
っ
て
い

ま
す
。
憲
法
の
公
理
は
「
す
べ
て

の
人
民
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
生
命

・
自
由
・
幸
福
追
求
の
権
利
を
神

授
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
で
す
。
こ

れ
か
ら
、
す
べ
て
の
定
理
が
導
か

れ
、
命
題
が
解
決
さ
れ
る
の
で

す
。
日
本
国
憲
法
の
公
理
で
あ
る

９
条
を
変
え
る
こ
と
、
公
理
を
無

効
化
す
る
緊
急
事
態
条
項
に
明
確

に
反
対
し
ま
す
。

　

参
院
兵
庫
選
挙
区
の
立
憲
候
補

の
安
田
真
理
さ
ん
は
、
小
生
と
同

窓
で
金
沢
大
学
体
育
科
卒
、
ス
キ

ー
で
国
体
８
回
出
場
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
富

山
、
石
川
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
、
法
政
大
学
社
会
学
修
士
、
最

近
ま
で
東
京
で
テ
レ
ビ
の
金
融
経

済
番
組
キ
ャ
ス
タ
ー
、
兵
庫
唯
一

の
女
性
候
補
者
。
パ
リ
テ
＊
に
も

一
致
。

　

先
日
、
朝
早
く
Ｊ
Ｒ
舞
子
駅
頭

で
パ
ン
フ
を
手
渡
さ
れ
た
の
が
初

見
。
三
宮
の
街
宣
で
長
妻
代
表
代

行
と
共
に
演
説
、
小
生
と
も
固
く

握
手
し
て
く
れ
ま
し
た
。
笑
顔
が

美
し
い
そ
の
目
は
じ
っ
と
前
を
見

つ
め
て
い
ま
し
た
。
彼
女
は
経
験

に
裏
打
ち
さ
れ
た
強
い
心
で
日
本

を
リ
ー
ド
す
る
人
で
あ
る
。

　

１
票
が
世
界
を
変
え
る
！

＊ parite

：
男
女
同
数
の
国
会
議

員

号
移
行
後
、
ニ
ュ
ー
ス
報
道
毎
に

必
ず
皇
室
が
登
場
す
る
。
そ
の
頻

度
は
民
放
の
皇
室
ア
ワ
ー
さ
え
上

回
る
よ
う
に
感
じ
る
。

　

日
本
人
は
先
の
大
戦
で
多
数
の

犠
牲
者
を
出
し
た
責
任
は
天
皇
に

あ
る
と
感
じ
て
い
る
人
も
多
い
。

そ
の
意
識
を
緩
和
す
る
た
め
の
皇

室
報
道
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
し

ま
う
。
元
首
の
行
動
を
尊
敬
語
で

伝
え
る
北
朝
鮮
を
思
い
浮
か
べ
る

の
で
皇
室
報
道
の
尊
敬
語
表
現
は

何
と
か
な
ら
な
い
か
。

嘘
も
練
り
込
み
な
が
ら
、
矛
盾
を

突
か
れ
答
弁
に
行
き
詰
ま
る
と
と

っ
さ
に
虚
言
を
吐
く
、
そ
ん
な
彼

の
姿
を
半
分
あ
き
れ
な
が
ら
幾
度

と
な
く
見
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

長
期
熟
成
と
い
う
言
葉
が
あ

る
。
現
在
の
長
期
政
権
に
熟
成
と

い
う
言
葉
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。

そ
も
そ
も
熟
成
は
腐
敗
で
は
な
い

か
ら
で
あ
る
。
常
に
自
省
す
る
と

い
う
強
い
意
志
が
あ
っ
て
こ
そ
の

熟
成
な
の
で
あ
る
。

　

き
っ
と
選
挙
期
間
中
に
も
彼
の

発
言
が
日
本
列
島
を
駆
け
巡
る
こ

と
だ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
何
を
す

れ
ば
よ
い
の
か
、
簡
単
な
こ
と
で

あ
る
。Fake

で
あ
る
の
かFact

で

あ
る
の
か
、
そ
れ
を
忙
し
い
日
常

の
合
間
に
少
し
で
い
い
か
ら
調
べ

る
こ
と
で
あ
る
。
当
然
、
そ
の
調

査
は
野
党
に
も
そ
し
て
「
ゆ
」
党

に
も
及
ぶ
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
自
省
を
こ
め
て
「
お
も

ね
ら
ず
、
な
び
か
ず
、
な
だ
れ
て

い
か
ず
」
詩
人
金
時
鐘
の
言
葉
を

自
ら
の
意
識
の
中
に
す
り
込
む
こ

と
に
す
る
。

か
ら
の
消
費
税
増
税
は
中
止
し

て
、
所
得
税
の
累
進
性
を
強
化

し
、
大
企
業
の
法
人
税
減
税
を
ス

ト
ッ
プ
し
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
し

て
診
療
報
酬
の
10
％
以
上
の
引
き

上
げ
と
、
患
者
さ
ん
の
窓
口
負
担

軽
減
や
保
険
料
軽
減
を
主
張
す
る

政
党
や
候
補
者
に
投
票
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

日
本
に
は
世
界
に
冠
た
る
平
和

憲
法
「
日
本
国
憲
法
」
が
あ
り
ま

す
。
物
心
つ
い
た
と
き
か
ら
慣
れ

親
し
ん
だ
憲
法
を
守
る
こ
と
を
考

え
て
生
き
て
き
ま
し
た
。
思
想
信

条
の
自
由
に
沿
っ
て
、
み
ん
な
で

投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

　

大
切
な
一
票
は
決
し
て
無
駄
に

な
り
ま
せ
ん
。「
一
票
一
揆
」
と

い
う
言
葉
も
あ
り
ま
す
。
選
挙
権

は
国
民
が
政
治
に
参
加
で
き
る
大

切
な
権
利
で
す
。
戦
争
や
核
兵
器

の
な
い
世
の
中
を
め
ざ
し
て
、
自

分
の
思
う
投
票
行
動
に
出
た
い
で

す
。

　

公
的
年
金
制
度
の
「
不
都
合
な

真
実
」
の
隠
蔽
を
許
さ
ず
、「
一

票
一
揆
」
の
実
現
を
信
じ
て
、
家

族
や
友
人
知
人
に
も
棄
権
し
な
い

こ
と
を
強
く
訴
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

先
月
還
暦
を
迎
え
た
小
生
が
物

心
つ
い
た
時
の
首
相
は
、
戦
後
最

長
を
記
録
し
た
佐
藤
栄
作
政
権
の

末
期
で
あ
り
ま
し
た
。
以
来
何
十

人
か
の
首
相
を
見
て
き
ま
し
た

が
、
三
木
武
夫
、
田
中
角
栄
、
大

平
正
芳
、
福
田
赳
夫
の
い
わ
ゆ
る

三
角
大
福
か
ら
中
曽
根
康
弘
あ
た

り
ま
で
は
、
嫌
い
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
人
間
と
し
て
の
風
格
と
い

う
か
、
リ
ー
ダ
ー
た
る
素
質
を
も

っ
た
者
が
天
下
を
取
っ
た
と
思
い

ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
そ
れ
以
降
は
、

な
ん
で
こ
ん
な
の
が
日
本
の
首

相
？　

と
思
う
よ
う
な
小
物
ば
か

り
が
目
立
ち
、
つ
い
に
民
主
党
へ

政
権
交
代
が
あ
っ
た
の
に
、
そ
の

チ
ャ
ン
ス
を
彼
ら
は
生
か
せ
ず
に

自
民
党
と
同
じ
こ
と
を
や
っ
て
自

滅
し
た
の
は
周
知
の
通
り
。

　

そ
し
て
６
年
で
す
か
。
確
か
に

安
定
し
た
政
権
な
の
で
し
ょ
う
が

公
文
書
は
改
ざ
ん
す
る
、
憲
法
は

無
視
す
る
、
国
会
で
議
論
は
し
な

い
、
性
犯
罪
は
も
み
消
す
、
お
友

達
に
は
国
有
地
を
タ
ダ
同
然
に
払

い
下
げ
た
り
、
税
金
か
ら
補
助
金

を
ば
ら
ま
き
、
外
交
は
た
だ
ひ
た

す
ら
米
国
に
追
従
、
属
国
化
に
邁

進
し
て
、
見
る
べ
き
成
果
は
ゼ

ロ
。
こ
こ
ま
で
や
り
た
い
放
題
を

や
っ
た
政
権
は
見
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
常
に
50
％
近

い
支
持
率
が
あ
る
そ
う
な
…
。

　

選
挙
に
行
か
な
け
れ
ば
現
状
を

信
任
す
る
の
と
同
じ
こ
と
。
小
生

は
選
挙
に
参
り
ま
す
。

若者よ、投票に出かけよう！
貧困と格差の世の中を、正せるかどうかは君次第
政治を無視すれば、政治家に無視される
社会を変えるために、投票に出かけよう！若者よ。

若者よ、投票に出かけよう！
戦争で犠牲の子どもたち、救えるかどうかは君次第
世界に眼を向けて、友情の輪を広げ
平和を築くために、投票に出かけよう！若者よ。

若者よ、投票に出かけよう！
忖度政治や儲け主義、無くせるかどうかは君次第
ずるい大人たちに、騙されたりしないで
正義を活かすために、投票に出かけよう！若者よ。

若者よ、投票に出かけよう！
環境破壊の核のゴミ、減らせるかどうか君次第
無尽蔵にある、自然エネルギーで
未来を守るために、投票に出かけよう！若者よ。

気
に
な
る
政
治
情
勢

選
挙
雑
感

２
０
１
９
年

夏
の
陣
に
向
け
て

２
０
１
９
年
参
院
選
の
争
点

 

明
石
市　
　

池
本　

恒
彦

 

須
磨
区
・
歯
科　
　

大
森　

昭
輝

 

赤
穂
郡
・
歯
科　
　

白
岩　

一
心

 

垂
水
区　
　

佐
々
木　

徹

意見を示しに
選挙に行こう

若者よ（替え歌）

垂水区　　三村　　純

灘区　　住友　直幹

会 員 投 稿

参
議
院
選
挙
特
集

投
票
に

投
票
に

  
行
こ
う
　参議院選挙にあたり、政治に対する意
見や争点などについて、会員から寄せら
れた投稿を掲載する。
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日
本
産
業
の
国
際
競
争
力
は
低

下
し
た
と
は
い
え
、
冷
静
に
考
え

て
み
れ
ば
、
１
億
２
８
０
０
万
人

の
日
本
国
総
人
口
を
養
っ
て
、
一

生
を
無
事
に
終
わ
ら
せ
る
だ
け
の

物
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
能
力
は

ま
だ
ま
だ
健
在
で
す
。
そ
の
証
拠

に
、
原
油
価
格
の
影
響
を
受
け
な

い
物
品
の
価
格
が
上
が
ら
な
い
デ

フ
レ
は
今
も
続
い
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
企
業
は
、
商
品
を
安
く
し
て

売
ら
ん
か
な
の
努
力
を
続
け
て
い

る
の
で
す
。
も
し
お
金
に
加
え

て
、
物
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
力

不
足
な
ら
、
ス
ー
パ
ー
の
陳
列
棚

に
は
何
も
な
い
は
ず
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
と
こ
ろ
が
現
実
は
有
り

余
る
物
品
が
陳
列
さ
れ
安
売
り
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

わ
れ
わ
れ
国
民
は
、
政
府
に
お

金
が
な
い
と
い
う
虚
構
を
打
ち
破

ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
は
、
お
金
は
政
府
が
作
れ

ば
あ
る
の
だ
か
ら
、
必
要
な
社
会

保
障
に
お
金
を
使
え
と
す
る
政
党

に
票
を
入
れ
れ
ば
よ
い
だ
け
で

す
。
そ
れ
で
政
治
は
変
わ
り
ま

す
。

　

社
会
保
障
を
充
実
さ
せ
な
い
の

な
ら
政
権
は
維
持
で
き
な
い
の
だ

と
思
わ
せ
れ
ば
よ
い
の
で
す
。
病

院
の
統
廃
合
や
社
会
保
険
料
増
加

や
病
院
の
窓
口
負
担
増
加
に
反
対

の
声
を
上
げ
る
政
党
に
国
民
の
信

託
を
与
え
れ
ば
い
い
だ
け
の
こ
と

で
す
。

　

な
お
、
１
９
８
７
年
以
降
、
徴

収
さ
れ
た
消
費
税
分
は
、
企
業
減

税
に
回
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
国
民
の
貧
困
は
増
え
続
け
、
貯

蓄
ゼ
ロ
世
帯
は
１
９
８
７
年
３
％

か
ら
２
０
１
７
年
31
％
と
い
う
有

様
で
す
。
ま
た
業
績
悪
化
か
ら
企

業
も
外
国
資
本
へ
の
身
売
り
が
続

い
て
い
ま
す
。
逆
に
、
消
費
税
減

税
や
、
社
会
保
険
料
や
窓
口
負
担

が
軽
減
さ
れ
れ
ば
、
国
民
は
そ
の

分
の
お
金
を
生
活
費
に
回
す
こ
と

が
可
能
に
な
り
、
消
費
が
増
え
、

そ
の
結
果
、
実
は
企
業
の
収
益
も

上
が
り
ま
す
。
加
え
て
法
人
税
を

増
税
す
れ
ば
、
労
働
者
に
回
る
お

金
も
増
え
て
給
料
も
上
が
る
こ
と

に
な
る
の
で
す
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
言
え
ば
、
消

費
税
廃
止
か
つ
法
人
税
を
元
に
戻

す
こ
と
や
社
会
福
祉
充
実
を
公
約

に
掲
げ
る
政
党
の
躍
進
が
望
ま
れ

ま
す
。
わ
れ
わ
れ
国
民
が
選
挙
に

行
っ
て
こ
そ
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に

　

政
治
は
結
果
で
あ
る
。

　

い
よ
い
よ
７
月
21
日
の
参
議
院

選
挙
が
差
し
迫
っ
て
き
た
が
、
こ

の
６
年
間
の
第
２
次
安
倍
暴
走
内

閣
を
検
証
す
る
に
、
公
約
で
あ
っ

た
拉
致
問
題
は
全
く
解
決
し
て
い

な
い
。
被
害
者
お
よ
び
そ
の
家
族

は
高
齢
に
な
りtime limit

が
近

づ
い
て
い
る
。
北
方
領
土
問
題
で

は
ロ
シ
ア
大
統
領
に
対
し
て
勝
手

に
「
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
」
と
親
し
げ

作
ら
れ
た
虚
構
が
力
を
失
い
、
日

本
が
再
び
復
活
の
道
に
戻
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

わ
れ
わ
れ
国
民
が
選
挙
に
行
く

べ
き
理
由
は
数
多
く
あ
り
ま
す
。

に
フ
ァ
ー
ス
ト
ネ
ー
ム
で
呼
び
か

け
た
た
め
、
馴
れ
馴
れ
し
い
無
礼

者
と
叱
ら
れ
、
そ
の
上
、
北
方
領

土
は
１
㎜
も
返
ら
ず
、
今
後
も
期

待
で
き
な
く
な
っ
た
。

　

イ
ラ
ン
の
首
相
と
の
面
談
も
全

く
相
手
に
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ

ど
こ
ろ
か
日
本
の
タ
ン
カ
ー
が
襲

撃
さ
れ
た
。
こ
れ
を
籔や

ぶ

蛇へ
び

と
い

う
。

　

軽
は
ず
み
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

だ
け
で
、
沈
思
黙
考
で
き
な
い
軽

薄
首
相
だ
。
国
民
生
活
に
直
結
す

る
経
済
政
策
に
関
し
て
も
、
一
部

の
大
企
業
の
内
部
留
保
金
が
増
え

た
だ
け
で
、
国
民
の
大
多
数
は
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
信
用
し
て
な
い
。

モ
リ
カ
ケ
問
題
に
関
し
て
も
政
府

の
対
応
に
は
納
得
し
て
な
い
。
さ

ら
に
、
年
金
と
い
う
国
民
に
と
っ

て
の
重
要
関
心
事
に
対
し
て
も
無

責
任
に
選
挙
争
点
か
ら
逃
げ
て
い

る
。
た
だ
安
倍
首
相
の
得
意
な
の

は
成
果
が
ゼ
ロ
で
も
仕
事
を
し
て

い
る
と
い
う
「
フ
リ
」
を
国
民
に

見
せ
か
け
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

は
上
手
。

　

例
え
ば
Ｇ
７
の
後
で
、
Ｇ
20
を

す
る
の
が
、
通
常
の
順
序
で
あ
る

が
、
安
倍
は
無
理
に
Ｇ
７
の
前
、

参
院
選
の
前
に
Ｇ
20
を
行
っ
て
、

主
催
国
日
本
が
世
界
の
首
脳
を
大

阪
に
招
い
て
ト
ラ
ン
プ
と
習
近
平

の
間
に
座
っ
て
仕
切
っ
て
い
る
大

根
役
者
の
如
き
演
出
を
し
て
参
議

院
選
挙
に
利
用
し
て
い
る
に
過
ぎ

な
い
。

　

筆
者
が
中
学
生
の
時
、
体
育
は

得
意
だ
が
素
行
悪
く
勉
強
が
全
然

で
き
な
い
不
良
生
徒
が
、
学
級
委

員
の
選
挙
前
に
運
動
会
が
あ
っ

て
、
そ
こ
で
目
立
っ
た
行
動
を
し

て
体
育
委
員
に
選
ば
れ
て
喜
ん
で

い
た
の
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。

　

安
倍
首
相
は
世
界
か
ら
ト
ラ
ン

プ
の
ポ
チ
と
し
か
見
ら
れ
て
な

い
。
自
分
が
勝
手
に
外
交
の
ア
ベ

と
思
い
込
ん
で
い
る
だ
け
で
裸
の

王
様
に
過
ぎ
な
い
。
選
挙
の
た
め

に
Ｇ
20
と
い
う
政
治
シ
ョ
ー
を
利

用
し
て
も
国
民
の
生
活
は
良
く
な

ら
な
い
。
将
来
不
安
は
消
え
な

い
。
国
民
は
こ
の
暴
走
内
閣
に
選

挙
で
鉄
槌
を
下
そ
う
。
次
の
参
議

院
選
挙
を
政
治
の
分
水
嶺
に
し
よ

う
。
民
の
声
は
天
の
声
で
あ
る
。

Vox populi, vox Dei!

選
挙
で
日
本
復
活
へ

参
議
院
選
挙
に
臨
ん
で

 

小
野
市
・
歯
科　
　

幸
田　

雄
策

 

明
石
市　
　

永
本　
　

浩

川
柳

詠
み
人　

お
さ
む

貯
蓄
よ
り　

運
用
せ
よ
と

言
う
政
府

諮
問
し
て　

思
わ
く
合
わ
ん

受
け
取
ら
ん

受
け
取
ら
ん　

無
か
っ
た
こ
と
な
ど

許
す
ま
じ

国
民
を　

無
か
っ
た
こ
と
で

煙
に
巻
き

沖
縄
の　

痛
み
が
分
か
っ
た

イ
ー
ジ
ス
で

何
よ
り
も　

政
権
大
事

安
倍
首
相

まずはお気軽にお問い合わせください　☎078－393－1805 融資部まで

京都銀行提携融資制度のご案内

保険医のための「住宅ローン」

変動0.55％　　固定0.8％
（5月1日現在の金利）

（10年固定の場合）

使　途　 本人、ご家族の住宅の新築・購入、増改築、修繕、宅地、他の
金融機関からの借り換え

対　象　医科会員（申込時に満65歳以下）　
条　件　勤務医は給与振込先指定（開業医は条件なし）
限度額　１億円以内
期　間　２年以上35年以内

融資部より

　

現
場
で
の
高
圧
的
で
一
方
的
な

市
職
員
の
言
動
、
法
令
に
基
づ
か

な
い
指
導
な
ど
、
会
員
か
ら
問
い

合
わ
せ
と
相
談
が
相
次
い
で
い
る

尼
崎
市
の
生
活
保
護
指
定
医
療
機

関
個
別
指
導
問
題
で
、
２
０
１
８

年
度
の
指
導
実
施
件
数
・
返
還
金

額
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
が
、
こ

の
間
明
ら
か
に
な
っ
た
。
指
導
件

数
は
２
０
１
７
年
度
が
２
件
に
対

し
て
、
２
０
１
８
年
度
は
18
件
に

も
の
ぼ
っ
て
い
る
。

　

尼
崎
市
は
指
導
し
た
医
療
機
関

の
「
瑕
疵
」
を
指
摘
し
た
際
に
、

市
の
職
員
が
「
不
当
利
得
」
な
ど

と
い
う
言
葉
ま
で
浴
び
せ
な
が
ら

「
過
誤
調
整
」
と
い
う
名
の
「
返

還
」
を
迫
っ
て
い
る
。

「
最
大
５
年
」の

返
還
期
間
が
影
響

　

す
で
に
本
紙
で
報
道
し
て
い
る

よ
う
に
、
尼
崎
市
は
「
本
来
は
一

人
の
患
者
に
対
し
て
一
つ
の
医
療

機
関
し
か
算
定
で
き
な
い
在
宅
時

医
学
総
合
管
理
料
（
在
医
総
管
）

を
、
複
数
の
医
療
機
関
で
算
定
し

て
い
る
」
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
、

重
複
算
定
を
指
摘
し
た
医
療
機
関

に
、
診
療
報
酬
の
返
還
を
求
め
て

い
る
。
返
還
金
額
が
多
額
と
な
っ

て
い
る
背
景
に
は
、
昨
年
度
か
ら

本
格
的
に
強
め
た
一
連
の
指
導

で
、
返
還
の
遡
及
期
間
を
最
大
５

年
に
も
わ
た
っ
て
求
め
て
い
る
こ

と
が
あ
る
。

　

昨
年
、
指
導
を
受
け
た
あ
る
診

療
所
は
、
重
複
算
定
に
つ
い
て

「
他
医
療
機
関
の
算
定
状
況
の
確

認
に
努
め
て
い
る
が
、
完
全
に
把

握
し
き
る
こ
と
は
困
難
」「
市
自

ら
は
厚
労
省
が
自
治
体
に
求
め
て

い
る
レ
セ
プ
ト
チ
ェ
ッ
ク
を
怠
っ

て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
医
療

機
関
に
一
方
的
に
責
任
を
押
し
付

け
、
５
年
も
の
返
還
を
迫
る
の
は

不
当
」
だ
と
、
同
市
に
申
し
入
れ

を
行
っ
て
い
る
。

市
議
会
で
も
問
題
視

　

こ
の
問
題
は
、
６
月
の
尼
崎
市

議
会
で
も
「
行
き
過
ぎ
た
指
導
」

と
い
う
観
点
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
。

　

徳
田
稔
（
日
本
共
産
党
）
議
員

は
、
尼
崎
市
が
健
保
法
で
の
「
監

査
」
に
あ
た
る
法
令
を
根
拠
に
指

導
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は
「
脅

し
」
で
あ
る
こ
と
、
医
学
的
知
見

の
な
い
職
員
が
訪
問
診
療
を
受
け

て
い
る
患
者
に
つ
い
て
、
介
護
タ

ク
シ
ー
を
利
用
さ
せ
る
よ
う
執
拗

に
医
療
機
関
に
迫
っ
て
い
る
実
態

が
医
師
の
裁
量
権
侵
害
に
当
た
る

と
強
調
。
さ
ら
に
、「
過
誤
調

整
」
の
名
で
５
年
分
も
の
診
療
報

酬
返
還
を
迫
っ
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
大
阪
府
・
市
な
ど
で
は
、
遡

及
期
間
を
「
１
年
以
上
」
と
通
知

し
、
実
態
と
し
て
も
１
年
分
の
返

還
し
か
求
め
て
い
な
い
こ
と
や
、

返
還
に
あ
た
っ
て
は
医
療
機
関
の

自
主
性
を
尊
重
す
べ
き
こ
と
な
ど

を
指
摘
。

　

ま
た
、
酒
井
一
（
緑
の
か
け
は

し
）
議
員
は
、「
生
活
保
護
の
医

療
費
の
支
払
い
割
合
が
高
い
医
療

機
関
」
と
い
う
、
お
の
ず
と
貧
困

地
域
の
医
療
機
関
が
選
定
さ
れ
る

方
法
で
あ
る
こ
と
は
「
差
別
」
で

あ
る
こ
と
、
個
別
指
導
で
発
見
さ

れ
た
他
医
療
機
関
と
の
重
複
請
求

に
つ
い
て
、
５
年
分
の
遡
及
返
還

を
求
め
る
の
は
不
当
で
あ
る
こ
と

な
ど
、
市
の
姿
勢
を
問
い
た
だ
し

た
。

　

こ
れ
ら
両
議
員
の
指
摘
に
つ
い

て
も
、
尼
崎
市
は
基
本
的
に
は
こ

れ
ま
で
の
姿
勢
を
崩
し
て
お
ら

ず
、
今
後
も
追
及
が
必
要
で
あ

る
。

　

こ
の
結
果
、
２

０
１
７
年
度
の
返

還
件
数
１
件
２
１

５
万
４
千
円
に
対

し
て
、
２
０
１
８

年
度
は
９
件
７
５

９
３
万
円
と
急

増
。
指
導
を
受
け

た
２
件
に
１
件
が

返
還
を
求
め
ら
れ

て
お
り
、
そ
の
平

均
額
は
８
４
３
万

円
と
、
昨
年
度
の

４
倍
に
大
幅
増
加

し
て
い
る
。

尼崎市生活保護指定医療機関個別指導

高圧的な指導のもと
18年度の件数９倍・返還額４倍

不当な指導を改めない尼崎市

消費税増税反対署名にご協力ください
７
月
11
日
現
在

２
１
３
７
筆

ご
注
文
は
☎
078
ー
393
ー

１
８
０
７
ま
で

　協会は今年10月の消費税増税反対を求
める署名運動に取り組んでいます。
　景気を悪化させ、医療機関の損税を拡
大させる消費税増税に反対の声を集めま
しょう。
　みんなの声で増税ストップ！
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協
会
は
、
６
月
15
日
に
「
第
６

回
院
長
を
夫
に
も
つ
み
な
さ
ま
の

た
め
の
懇
談
会
」
を
協
会
会
議
室

で
開
催
し
、
29
人
が
参
加
し
た
。

社
会
保
険
労
務
士
の
桂
好
志
郎
先

生
が
「『
院
長
夫
人
』
の
心
構
え

〜
医
院
経
営
に
ど
う
関
わ
る
か

〜
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。
や

な
ぎ
だ
に
歯
科
の
柳
谷
真
紀
氏
の

感
想
を
紹
介
す
る
。

　

歯
科
部
会
は
６
月
９
日
、
協
会

会
議
室
で
歯
科
定
例
研
究
会
「
み

ん
な
で
治
そ
う
！
口
腔
が
ん　

歯

科
医
師
が
共
有
し
た
い
口
腔
が
ん

の
診
断
・
治
療
」
を
開
催
。
兵
庫

医
科
大
学
歯
科
口
腔
外
科
学
講
座

准
教
授
の
野
口
一
馬
先
生
を
講
師

に
１
０
１
人
が
参
加
し
た
。
加
藤

茂
芳
先
生
の
感
想
を
掲
載
す
る
。

　

実
を
申
し
ま
す
と
、
ア
レ
ル
ギ

ー
の
講
演
は
緊
急
性
が
あ
り
重
要

な
こ
と
は
分
か
っ
て
は
お
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
ほ
ど
日
常
診
療
で
接

す
る
こ
と
が
な
く
関
心
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
予
想
に
反

し
て
と
て
も
充
実
し
た
講
演
で
し

た
。

　

ま
ず
は
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
診

断
か
ら
始
ま
り
、
喉
頭
浮
腫
や
気

管
支
収
縮
に
よ
る
気
道
症
状
に
加

え
て
嘔
吐
、
腹
痛
を
症
状
と
す
る

　

歯
科
医
師
が
共
有
し
た
い
口
腔

が
ん
の
診
断
治
療
に
つ
い
て
。

　

口
腔
が
ん
は
皮
膚
が
ん
と
同
様

に
直
視
で
き
る
か
ら
わ
り
と
早
期

発
見
し
や
す
い
。
が
ん
の
中
で
は

希
少
が
ん
（
第
６
番
目
、
５
％
く

ら
い
）
で
白
血
病
と
同
数
（
男
１

万
人
、
女
６
５
０
０
人
）
と
言
わ

れ
て
い
る
。
重
層
扁
平
上
皮
が
ん

で
あ
る
（
子
宮
頸
も
含
ま
れ
る
。

野
口
先
生
は
研
究
第
一
人
者
で
あ

る
）。

　

わ
れ
わ
れ
開
業
医
で
は
治
療
は

で
き
な
い
。
が
ん
専
門
医
療
機
関

に
い
か
に
早
く
紹
介
す
る
か
否
か

で
あ
る
。

　

わ
れ
わ
れ
が
行
う
安
心
な
行
為

は
、
①
細
胞
診
（
歯
間
ブ
ラ
シ
で

粘
膜
を
擦
り
、
プ
レ
パ
ラ
ー
ト
に

塗
布
し
固
定
液
に
し
て
業
者
に
出

す
）
②
３
倍
希
釈
の
Ｊ
Ｇ
を
可
動

粘
膜
に
塗
布
す
る
（
た
だ
し
上
下

顎
の
不
動
粘
膜
は
だ
め
。
Ｊ
Ｇ
過

敏
性
も
同
様
で
あ
る
）
③
Ｖ
Ｅ
Ｌ 

scope

（
ベ
ル
ス
コ
ー
プ
）
を
使

用
④
口
腔
が
ん
検
診
の
オ
ー
ラ
ル

ナ
ビ
シ
ス
テ
ム
に
参
加
の
４
点
で

あ
る
。
※
開
業
医
は
組
織
検
査
は

し
な
い
こ
と
。
組
織
検
査
を
開
業

医
の
判
断
で
行
う
と
が
ん
が
進
行

し
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
、
術
後

ま
で
の
期
間
が
短
く
な
っ
て
し
ま

う
。

　

検
診
当
時
の
医
療
水
準
で
一
般

的
な
臨
床
医
が
見
落
と
し
た
と
考

え
ら
れ
る
病
変
で
あ
れ
ば
そ
の
見

落
と
し
は
過
失
で
は
な
く
、
医
師

の
責
任
は
な
い
…
安
心
。
反
対
に

人
間
ド
ッ
ク
で
の
が
ん
の
見
落
と

し
は
だ
め
で
あ
る
。
口
腔
が
ん
検

診
と
口
腔
内
検
査
と
は
大
き
な
違

い
が
あ
る
。
写
真
は
必
ず
撮
影
す

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
市
川
氏
と
東
京
歯
科

大
の
モ
デ
ル
の
オ
ー
ラ
ル
ナ
ビ
シ

ス
テ
ム
が
理
想
的
で
あ
る
。
開
業

医
が
口
腔
が
ん
と
一
生
に
遭
遇
す

る
の
は
１
人
や
２
人
で
は
決
し
て

な
い
と
い
う
こ
と
を
肝
に
銘
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一
言
。
研
究
会
に
は
遅
刻
さ
れ

る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
が
、
迷
惑

で
あ
る
。
真
剣
に
講
演
を
聴
か
れ

た
い
の
な
ら
ば
、
時
間
厳
守
で
来

て
い
た
だ
き
た
い
。

【
芦
屋
市
・
歯
科　
加
藤　

茂
芳
】

す
ぐ
に
重
篤
な
状
態
に
移
行
す
る

こ
と
も
あ
り
、
迷
っ
た
ら
注
射
す

る
こ
と
を
心
掛
け
た
い
で
す
。
し

か
も
皮
下
注
で
は
な
く
、
大
腿
外

側
部
に
筋
注
で
、
か
つ
、
打
つ
こ

と
も
大
事
で
あ
る
が
大
腿
の
固
定

も
重
要
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
せ
い

ぜ
い
３
秒
程
度
で
10
秒
な
ど
あ
ま

り
押
し
付
け
る
と
針
に
よ
る
裂
傷

が
あ
る
こ
と
は
初
耳
で
し
た
。

　

も
う
一
つ
参
考
に
な
っ
た
こ
と

は
、
豆
腐
は
大
丈
夫
な
の
に
豆
乳

で
ア
レ
ル
ギ
ー
が
出
て
か
つ
重
症

に
な
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る

こ
と
で
す
。
ア
レ
ル
ギ
ー
は
奥
が

深
い
で
す
。
最
後
に
当
院
で
も
ア

レ
ル
ギ
ー
を
起
こ
し
う
る
抗
生
剤

の
点
滴
を
行
っ
て
お
り
、
ア
レ
ル

ギ
ー
は
身
近
な
存
在
で
そ
の
危
険

性
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
緊
急

時
に
対
応
で
き
る
準
備
を
怠
ら
な

い
こ
と
が
大
切
な
こ
と
を
改
め
て

実
感
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
先
生
の

誠
実
な
人
柄
の
お
陰
で
、
大
変
盛

り
上
が
っ
た
こ
と
を
付
け
加
え
て

お
き
ま
す
。
貴
重
な
ご
講
演
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

【
高
砂
市　

三
木　

健
史
】

消
化
器
症
状
の
説
明
も
あ

り
鑑
別
診
断
に
重
要
と
思

わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
実
技
と
し
て
エ
ピ

ペ
ン
の
練
習
も
あ
り
ま
し

た
。
実
際
に
エ
ピ
ペ
ン
の

打
ち
方
を
聞
く
の
は
い
つ

以
来
だ
っ
た
か
忘
れ
る
く

ら
い
で
あ
っ
た
た
め
、
大

変
新
鮮
な
体
験
で
し
た
。

症
状
は
軽
度
に
見
え
て
も

　

加
古
川
・
高
砂
支
部
は
６
月
22
日
、
臨
床
研
究
会
を
加
古
川
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
で
開
催
し
、
15
人
が
参
加
し
た
。
医
師
で
中
京
大
学
ス
ポ

ー
ツ
科
学
部
教
授
の
坂
本
龍
雄
先
生
が
「
増
加
す
る
大
人
の
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
〜
身
に
つ
け
た
い
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
対
応
の
基
本
〜
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。
三
木
健
史
先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

こ
の
た
び
は
「
院
長
を
夫
に
も

つ
み
な
さ
ま
の
た
め
の
懇
談
会
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
桂
好
志
郎
先

生
の
お
話
を
拝
聴
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
以
前
に
も
主
人
と
桂

先
生
の
講
演
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
、
私
は
今
回
で
３
回
目
に
な
り

ま
す
。
先
生
の
お
話
は
実
例
を
用

い
て
大
変
分
か
り
や
す
く
、
面
白

さ
を
交
え
な
が
ら
も
勉
強
に
な

り
、
あ
っ
と
い
う
間
の
２
時
間
で

し
た
。

　

今
年
４
月
よ
り
労
働
基
準
法
が

改
正
さ
れ
、
年
次
有
給
休
暇
取
得

の
義
務
付
け
や
有
休
の
付
与
日

数
、
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
有
料
職
業
紹
介
ビ
ジ
ネ
ス
や
労

働
条
件
通
知
書
や
就
業
規
則
の
周

知
義
務
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
を
資
料

る
奥
様
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
ど
の
よ
う
な
会
社
に
求

人
を
出
し
て
い
る
の
か
？　

ス
タ

ッ
フ
の
人
数
は
？　

ど
の
く
ら
い

の
割
合
で
医
院
を
お
手
伝
い
さ
れ

て
い
る
か
？　

な
ど
色
々
な
お
話

を
伺
う
こ
と
が
で
き
、
大
変
参
考

に
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
さ
ら
に

人
手
不
足
が
深
刻
化
す
る
と
思
わ

れ
る
中
で
私
た
ち
が
医
院
に
関
わ

っ
て
い
く
機
会
が
ま
す
ま
す
増
え

て
い
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

人
事
や
労
務
・
経
理
、
さ
ら
に
は

雑
務
に
い
た
る
ま
で
の
幅
広
い
知

識
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
知
識
を
こ
れ
か
ら

も
深
め
て
い
く
た
め
に
は
、
今
回

の
よ
う
な
講
演
会
に
で
き
る
限
り

参
加
し
、
勉
強
し
て
い
く
こ
と
が

大
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

平
成
か
ら
令
和
へ
と
時
代
も
変

わ
り
、
社
会
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ

ま
な
環
境
も
大
き
く
変
化
し
て
き

て
い
る
中
、
患
者
様
に
安
心
し
て

選
ん
で
い
た
だ
け
る
医
院
づ
く
り

を
し
て
い
こ
う
と
、
改
め
て
思
う

こ
と
の
で
き
た
価
値
あ
る
２
時
間

で
し
た
。

　

桂
先
生
を
初
め
、
司
会
を
務
め

て
く
だ
さ
っ
た
辻
一
城
副
理
事
長

様
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
設
け
て

い
た
だ
き
ま
し
た
協
会
事
務
局
の

方
々
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

【
西
宮
市
・
や
な
ぎ
だ
に
歯
科

 

家
族　

柳
谷　

真
紀
】

を
用
い
な
が
ら
分
か
り

や
す
く
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

昨
今
、
日
本
は
少
子

化
が
進
み
労
働
人
口
の

減
少
に
よ
り
、
人
手
不

足
の
問
題
が
表
面
化
し

て
き
て
お
り
ま
す
。
現

に
参
加
者
の
グ
ル
ー
プ

ト
ー
ク
で
も
人
手
不
足

や
余
裕
の
な
い
人
数
で

経
営
さ
れ
て
い
る
医
院

も
多
く
、
医
院
の
お
仕

事
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ

感 想 文 感 想 文

感 想 文

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809まで
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会　場　西宮医療会館１階会議室
講　師　Mr. Robert Conroy
司　会　半田医院　半田伸夫先生
アドバイザー　 さかお内科・消化器内科　坂尾将幸先

生、中島クリニック　中島敏雄先生

■西宮・芦屋支部■英語で診療MedicalEnglish

「『歯科診断力』スキルアップセミナ
ー」「歯科社保・審査、指導対策懇談会」
日　時　８月24日（土）18時20分～20時30分
会　場　洲本市文化体育館２階会議室
講　師　 県立淡路医療センター歯科・歯科

口腔外科部長　石田佳毅先生
話題提供　伊丹市・かわむら歯科
　　　　川村雅之先生

■淡路支部・歯科部会■会員懇談会

「患者さんの経済的負担軽減のために！
知って得する医療・福祉の役立つ制度」
日　時　７月20日（土）17時30分～20時
会　場　キッピーモール６階多目的ホール
講　師　 神戸女子大学講師
　　　　阿江善春先生
※終了後懇親会（無料）

■北摂・丹波支部■第31回支部総会・市民公開講座

「おとなの発達障害の理解と対応」
日　時　８月10日（土）15時～
会　場　 洲本市文化体育館２階２Ｃ会議室
講　師　 兵庫県立ひょうごこころの医

療センター院長　田中究先生

■淡路支部■第41回支部総会記念講演

「大蔵海岸ZAZAZAバーベキュー！」
日　時　８月17日（土）18時～20時
会　場　大蔵海岸BBQ　ZAZAZA
参加費　大人・中高生5000円
　　　　小学生3500円　幼児無料

■明石支部■バーベキュー 「心通わす接遇
 ～対応の基本とクレーム処理～」
日　時　８月31日（土）14時～16時
会　場　コミセンおの
講　師　 元キャビンアテンダント
　　　　西岡ひとみ氏
参加費　1000円

■北播支部■職員接遇研修会

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1801まで

求人の出し方やスタッフの人数など
グループトークで情報を共有した　

アナフィラキシー対応の基本等
について話す坂本先生　　　　

歯
科
医
師
が
共
有
し
た
い
口
腔
が
ん
の

診
断
や
治
療
に
つ
い
て
話
す
野
口
先
生

加
古
川
・
高
砂
支
部　

臨
床
研
究
会

加
古
川
・
高
砂
支
部　

臨
床
研
究
会

ア
レ
ル
ギ
ー
は
奥
が
深
い

医
院
経
営
の
知
識
深
め

選
ば
れ
る
医
院
づ
く
り

院
長
を
夫
に
も
つ
み
な
さ
ま
の
た
め
の
懇
談
会

院
長
を
夫
に
も
つ
み
な
さ
ま
の
た
め
の
懇
談
会

歯
科
定
例
研
究
会

歯
科
定
例
研
究
会

口
腔
が
ん
は

早
期
発
見
・
病
診
連
携
が
カ
ギ

７月歯科定例研究会

歯科部会

誤嚥性肺炎予防と多職種連携

歯科医療安全管理対策研究会
日　時　７月28日（日）14時～17時30分　　会　場　協会５階会議室
講　師　神戸大学医学部附属病院歯科口腔外科准教授　古土井春吾先生
参加費　1000円

※ 「歯科初診料の注１に係る施設基準」「外来環」
「歯援診」「か強診」新・施設基準対応研修

日　時　７月21日（日）14時～17時　　会　場　協会５階会議室
講　師　静岡県長泉町・米山歯科クリニック院長　米山　武義先生

８月歯科定例研究会

３つのキーフレーズで考える摂食嚥下障害への対応
日　時　８月４日（日）14時～17時　　会　場　協会５階会議室
講　師　一般社団法人TOUCH／TOUCH口腔機能回復センター代表
　　　　舘村　卓先生
〈歯科会員納涼会を開催〉　当日17時30分より
会場：Days Kitchen（保険医協会から徒歩２分）、会費：5000円
定例研究会にご参加でない先生も歓迎。事前にお申し込み下さい。
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ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
・
重
松

清
さ
ん
原
作
で
、
教
師
と
生
徒

の
今
と
過
去
の
心
情
を
描
い
た

「
泣
く
な
赤
鬼
」
の
待
望
の
映

画
化
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。
赤

鬼
と
呼
ば
れ
た
高
校
野
球
部
監

督
で
熱
血
教
師
・
小
淵
先
生

（
堤
真
一
）。
日
に
焼
け
た
赤

い
顔
と
、
鬼
の
熱
血
指
導
か

ら
、
赤
鬼
先
生
と
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
。

　

甲
子
園
を
め
ざ
し
、
強
豪
チ

ー
ム
を
率
い
た
黄
金
時
代
か
ら

10
年
の
月
日
が
流
れ
、
野
球
へ

の
情
熱
が
衰
え
か
け
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
あ
る
と
き
、
教
え

子
の
ゴ
ル
ゴ
こ
と
斉
藤
（
柳
楽

優
弥
）
と
再
会
し
ま
す
。
高
校

に
一
緒
に
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
後
日
、
赤
鬼
先
生
は
妻
の

雪
乃
か
ら
、
斉
藤
が
末
期
ガ
ン

で
入
院
し
た
と
聞
か
さ
れ
ま

す
。

　

赤
鬼
先
生
こ
と
、
小
淵
先
生

は
、
あ
の
こ
ろ
、
斉
藤
と
真
剣

に
向
き
合
わ
な
か
っ
た
こ
と
を

思
い
出
し
、
強
く
後
悔
し
ま

す
。
ゴ
ル
ゴ
こ
と
斉
藤
に
、
赤

鬼
先
生
は
何
を
し
て
あ
げ
る
の

か
悩
み
抜
き
…
。

　

長
い
年
月
の
後
の
再
会
に
よ

り
、
教
師
と
教
え
子
の
つ
な
が

り
が
ま
た
生
ま
れ
、
新
し
い
今

日
の
瞬
間
を
作
っ
て
い
く
様
子

に
魅
了
さ
れ
ま
す
。
10
年
前
と

今
と
が
重
な
り
合
っ
て
、
教
師

の
や
り
き
れ
な
か
っ
た
深
い
思

い
、
そ
し
て
教
え
子
の
と
こ
と

ん
頑
張
れ
な
か
っ
た
後
悔
と
つ

ら
さ
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
描
か
れ

て
い
ま
す
。

　

俳
優
・
堤
真
一
さ
ん
が
、
教

え
子
の
尊
い
命
に
対
す
る
優
し

さ
と
頼
も
し
さ
な
ど
の
、
心
情

を
、
細
や
か
に
演
じ
て
い
ま

す
。
さ
す
が
堤
真
一
さ
ん
と
思

え
る
場
面
が
多
く
、
私
た
ち
の

世
代
と
も
重
な
り
合
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
若
手
俳
優
・
柳
楽
優

弥
さ
ん
が
、
残
り
少
な
い
人
生

を
も
っ
と
生
き
た
い
と
い
う
斉

藤
の
思
い
を
切
実
に
描
い
て
い

ま
す
。
斎
藤
の
人
生
の
最
後
、

球
場
で
、
赤
鬼
先
生
こ
と
、
小

淵
先
生
の
ボ
ー
ル
を
受
け
る
斉

藤
。
そ
し
て
生
徒
、
斉
藤
は
亡

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

斉
藤
が
残
し
た
、
殺
ば
つ
と

し
た
現
代
に
訴
え
る
も
の
、
生

き
て
い
く
奇
跡
。
そ
れ
に
触
れ

て
い
っ
た
赤
鬼
先
生
は
、
野
球

部
へ
の
対
応
が
変
化
す
る
な

か
、
少
し
ず
つ
命
の
重
み
に
気

づ
い
て
い
き
ま
す
。
後
悔
と
無

念
が
、
赤
鬼
先
生
を
、
未
来
に

向
か
っ
て
生
き
よ
う
と
さ
せ
て

い
く
、
絶
妙
な
演
技
が
見
ど
こ

ろ
で
す
。

　

私
た
ち
医
師
・
歯
科
医
師

も
、
患
者
さ
ん
の
命
と
向
き
合

う
な
か
で
、
後
悔
と
無
念
の
毎

日
で
す
。
社
会
保
障
制
度
改
悪

で
、
純
粋
に
医
療
に
立
ち
向
か

う
私
た
ち
の
心
を
破
壊
し
か
ね

な
い
昨
今
、
憲
法
25
条
（
生
存

権
）
を
見
つ
め
直
す
機
会
で
も

あ
り
ま
す
。

　

涙
が
あ
ふ
れ
る
感
動
作
品

を
、
映
画
館
の
大
ス
ク
リ
ー
ン

で
鑑
賞
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？　

生
命
と
財
産
を

守
る
の
は
、
医
療
関
係
職
種
だ

け
で
な
く
、
教
師
と
生
徒
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
す
る
教
育
界

も
同
じ
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？　

今
の
社
会
に
深
く
訴
え

か
け
る
感
動
作
品
で
す
。

（
全
国
の
映
画
館
で
上
映
中
）

【
赤
穂
郡　

白
岩
歯
科
医
院
】

時
代
、
野
球

の
素
質
を
持

ち
な
が
ら
も

挫
折
、
退
学

し
た
生
徒
。

と
な
り
に

は
、
妻
の
雪

乃
（
川
栄
李

奈
）
が
明
る

く
元
気
そ
う

◇
出
席　

17
人

◇
情
勢　

政
府
は
経
済
財
政
諮
問

会
議
で
、「
骨
太
の
方
針
２
０
１

９
」
の
原
案
を
提
示
。
社
会
保
障

関
係
費
の
予
算
編
成
の
考
え
方
を

示
す
「
目
安
」
に
つ
い
て
、「
社

会
保
障
関
係
費
に
つ
い
て
は
、
経

済
・
財
政
再
生
計
画
（
骨
太
の
方

針
２
０
１
５
）
に
お
い
て
、
２
０

２
０
年
度
に
向
け
て
そ
の
実
質
的

な
増
加
を
高
齢
化
に
よ
る
増
加
分

に
相
当
す
る
伸
び
に
お
さ
め
る
こ

と
を
め
ざ
す
方
針
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
経
済
・
物
価
動
向
等
を
踏

ま
え
、
２
０
１
９
年
度
以
降
、
そ

の
方
針
を
２
０
２
１
年
度
ま
で
継

続
す
る
」
と
記
し
た
。

◇
医
療
運
動
対
策　

参
議
院
選
挙

対
策
に
つ
い
て
、
①
保
険
医
新
聞

特
集
《
開
業
保
険
医
の
重
点
要
求

案
（
６
／
25
付
）、
座
談
会
（
６

／
26
政
策
運
動
広
報
委
員
会
で
実

施
・
７
／
15
付
）、
候
補
者
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
（
７
／
15
付
）
ほ

か
》、
②
保
団
連
作
成
参
院
選
リ

ー
フ
『
わ
た
し
が
変
え
る　

１
票

か
ら
は
じ
ま
る
』
の
活
用
、
が
提

案
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

◇
医
療
活
動
報
告　

近
畿
厚
生
局

に
開
示
請
求
し
た
、
指
導
に
係
る

選
定
委
員
会
の
関
連
資
料
か
ら
、

19
年
度
保
険
医
療
機
関
等
月
別
実

施
予
定
件
数
や
集
団
的
個
別
指
導

の
日
程
案
な
ど
が
解
説
さ
れ
た
。

◇
組
織
強
化
月
間
と
共
済
普
及
対

策　

組
織
現
勢
が
７
５
１
６
人
と

な
り
、
総
会
目
標
の
７
５
０
０
人

を
突
破
し
た
こ
と
、
病
院
勤
務
医

対
策
で
は
、
年
間
の
べ
１
６
０
件

の
病
院
訪
問
を
行
い
、
神
戸
大
学

病
院
で
は
４
月
以
降
８
人
、
兵
庫

医
科
大
学
病
院
で
は
３
人
の
入
会

を
得
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

 

（
６
月
22
日　

理
事
会
よ
り
）

『
泣
く
な
赤
鬼
』

白岩一心

116

Ⓒ
２
０
１
９
「
泣
く
な
赤
鬼
」
製
作
委
員
会

歯科保険請求
109

〈レイニング人工歯は製造終了〉

〈県内福祉医療の現物給付拡大について〉

Ｑ２　これまで償還払いだった、①
70～74歳の高齢受給者（後期高齢を
除く）、②県外国保加入者につい
て、現物給付に変更されたのか。
Ａ２　2019年７月１日から変更され
ました。窓口における対応は次の通
りです。なお、特定国保組合（全国
土木建築国民健康保険組合、全国建
設工事業国民健康保険組合および近
畿税理士国民健康保険組合）の加入
者については、既に現物助成を実施
しています。
（１）70～74歳の高齢受給者
・窓口において「高齢受給者証」の
提示を求め、提示があった場合にの
み福祉医療受給者証に記載の一部負
担額を徴収（提示がない場合は、医
療保険の一部負担金（医療費の３
割）を徴収）。
（２）県外国保に加入している受給
者
①69歳以下の方
ア　医療保険の一部負担金（医療費
の２割～３割）が所得区分オの限度
額（35,400円）を超える場合
・窓口において「限度額適用認定
証」等、所得の判別に必要な証の提
示を求め、提示があった場合にのみ

受給者証に記載の一部負担額を徴収
する。提示がない場合は、医療保険
の一部負担金を徴収。
イ　医療保険の一部負担金が所得区
分オの限度額を超えない場合
同一月の医療費が高額とならない場
合は、「限度額適用認定証」等の提
示がない場合でも福祉医療の現物給
付の対象となりますので、受給者証
に記載の一部負担額を徴収し、福祉
医療費助成分については、公費併用
レセプトによる請求を行ってくださ
い。
②70～74歳の高齢受給者
「高齢受給者証」の提示があった場
合にのみ福祉医療受給者証に記載の
一部負担額の徴収をします。
ア　高額療養費が発生する場合
窓口において「限度額適用認定証」
等の提示を求めてください（ただ
し、２割負担の方のうち「一般」区
分の方、３割負担の方のうち「現役
並みⅢ」の方に対しては証の発行は
ありません）。
イ　高額療養費が発生しない場合
は、上記①イと同一の扱いとなりま
す。

Ｑ１　スルフォン床に使用している
熱可塑性樹脂レジン歯のレイニング
人工歯は製造中止になったのか。
Ａ１　製造元の東伸洋行㈱による
と、2019年３月末で製造を終了し、

在庫分対応のみになっている。歯科
技工所では現在ほとんど硬質レジン
歯に切り替えされているとのこと。
保険請求時には技工所にどの人工歯
かよく確認してください。

　

協
会
も
参
加
す
る
兵
庫
県
社
会

保
障
推
進
協
議
会
（
県
社
保
協
）

は
６
月
15
日
、
神
戸
市
勤
労
会
館

で
第
48
期
総
会
を
開
催
し
、
83
人

「
消
費
税
増
税
中
止
に
全
力
で
取

り
組
む
」
な
ど
の
方
針
を
確
認
し

た
。
役
員
改
選
で
は
、
会
長
に
武

村
義
人
協
会
副
理
事
長
が
再
任
し

た
。

　

記
念
講
演
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
で
「
10
月
消
費
税
10
％
ス
ト
ッ

プ
！
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
呼
び
か
け

人
の
一
人
で
あ
る
斎
藤
貴
男
氏
が

「
消
費
税
10
％
で
社
会
保
障
、
憲

法
、
私
た
ち
の
未
来
は
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
し
た
。

　

斎
藤
氏
は
、「
消
費
税
は
常
に

弱
い
立
場
の
者
の
負
担
率
が
よ
り

高
く
な
る
不
公
平
極
ま
り
な
い
税

制
で
あ
り
、
税
制
の
基
本
で
あ
る

応
能
原
則
に
反
し
て
い
る
。
私
は

将
来
的
に
廃
止
す
べ
き
だ
と
考
え

て
い
る
」
と
の
考
え
を
示
し
て
、

消
費
税
そ
の
も
の
の
問
題
点
を
解

説
し
た
。
そ
し
て
、
消
費
税
は
、

増
税
の
た
び
に
社
会
保
障
充
実
が

目
的
だ
と
さ
れ
て
き
た
が
、
実
際

に
は
法
人
税
、
所
得
税
の
減
税
分

の
穴
埋
め
に
使
わ
れ
て
き
た
こ
と

を
指
摘
し
た
。

　

続
い
て
消
費
税
増
税
に
よ
る
企

業
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
中
小

零
細
企
業
や
自
営
業
者
は
、
元
請

け
と
下
請
け
の
力
関
係
な
ど
か

ら
、
増
税
分
を
価
格
に
転
嫁
で
き

ず
経
営
が
悪
化
す
る
一
方
、
輸
出

大
企
業
は
仕
入
れ
に
か
か
っ
た
消

費
税
を
「
輸
出
戻
し
税
」
と
い
う

形
で
政
府
か
ら
「
還
付
金
」
を
受

け
取
る
な
ど
「
強
者
は
よ
り
強
者

に
、
弱
者
は
よ
り
弱
者
と
な
る
不

公
平
な
税
制
だ
」
と
指
摘
し
「
10

月
の
増
税
を
中
止
さ
せ
、
改
め
て

税
の
あ
り
方
、
社
会
保
障
財
源
に

つ
い
て
、
国
民
全
体
で
議
論
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
」
と
訴
え
た
。

　

学
習
会
終
了
後
に
は
「
10
月
消

費
税
10
％
ス
ト
ッ
プ
！
ア
ピ
ー

ル
」
へ
の
賛
同
、
署
名
へ
の
協

力
、
街
頭
宣
伝
へ
の
参
加
、
自
治

体
請
願
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信

等
の
行
動
提
起
が
な
さ
れ
た
。

が
参
加
し
た
。

　

総
会
議
事
で
は

「
安
倍
改
憲
を
許
さ

ず
、
社
会
保
障
拡
充

の
共
同
を
広
げ
よ

う
」「
消
費
税
10
％

増
税
中
止
を
実
現
さ

せ
よ
う
」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
確
認
し
、
憲

法
25
条
を
大
切
に
す

る
幅
広
い
個
人
・
団

体
と
共
同
し
て
運
動

す
る
「
ひ
ょ
う
ご
社

会
保
障
共
同
ア
ク
シ

ョ
ン
」
の
設
立
、

県社保協総会に83人が集まり、消費税の
問題点を確認しあった　　　　　　　　

県
社
保
協
総
会
・
消
費
税

県
社
保
協
総
会
・
消
費
税
1010
％
ス
ト
ッ
プ
ネ
ッ
ト
学
習
会

％
ス
ト
ッ
プ
ネ
ッ
ト
学
習
会

消
費
税
の
不
公
平
性
を

明
ら
か
に

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
斎
藤
貴
男
氏
が
講
演
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保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（医科）☎078－393－1809（歯科）

 ☎ 078･393･1801
Fax 078･393･1802
http://www.hhk.jp/

　

お問合せは共済部まで　０７８-３９３-１８０５

・毎年高配当を維持！ 今年は54％配当
・最高6000万円の高額保障
・配偶者も1000万円セット加入あり
・医師による診査はなし
・最長75歳まで保障

掛金負担なく先進医療保険の加入OK
・配偶者セット加入は最高3000万円
・こども加入特約あり

死亡保険は安さが一番！ ネット生保の保険料と比べてください

最高保障額 1億2000万円！
グループ保険グループ保険６０００万円６０００万円 新グループ保険６０００万円＋＋

割安な掛金が満期まで上がりません／最長
75歳まで730日の充実保障／脱退給金あり

病気やケガの休業に備えて、高い保険料を払っていませんか？

医賠責、自動車・火災保険の団体割引き、医療・ガン保険も

休業保障制度休業保障制度

グループ保険グループ保険 新グループ保険新グループ保険

第１９１５号 （10）２０１９年(令和元年)７月１５日(毎月３回５・15・25日発行)

診診 内内 研研
よよ りり 509

藤田医科大学救急総合内科学　教授 岩田　充永先生講演

高齢者救急のクリニカルパール

高齢者の救急受診にはご用心
パール１

高齢者の救急受診は、重症でも症
状が非典型的で、１回の診察では
確定診断が難しい。以下のいずれ
かに該当する場合は、入院を考慮
すべき
①急速なADL低下あり
②短期間で経口摂取できなくなった
③酸素投与が必要

　ERでの高齢者の診療はストレス
を伴う。症状があいまいで（それで
いて重症度が高く）、１回の診察で
は確定診断が難しいために入院担当
科の決定に難渋する。このストレス
が、「今日のところは、ERから帰宅
しても大丈夫でしょう…」という安
易な判断につながるリスクとなる。
　過去の研究においても、高齢者が
呈する「今日は呼びかけに反応が悪
い（意識変容）」、「呼吸が苦しそ
う」、「つらそう、元気がない（不快
感・倦怠感）」などの漠然とした症
状は、ERから帰宅後１週間以内の
予期しない死亡（ERにおける最も
深刻な失敗）のハイリスクな主訴と
なっている。
　この失敗は、入院率が高いほど発
生率は低いとされている。安全管理
の観点では、管理職はあいまいな症
状の高齢者に対する入院閾値を下げ
るシステムの構築が求められる。
ERで診療を担当する医療者は、高
齢者の急速なADL低下、経口摂取不
良、酸素投与必要では入院を考慮す
るべきである。
　ADL低下を把握するためには、高
齢者の漫然とした訴え（元気がな
い、衰弱、反応が悪いetc）に遭遇
した際に、「食事・トイレ・着替え
・内服」に注目した情報収集で、
「一番直近の最良のADLと、どれく
らいのスピードで何ができなくなり
現在にいたるのか」をはっきりさせ
ることが重要である。
　医療者は「入院させてください」
と言われると、「絶対に入院させた
くない」という過剰な防御反応を示
すことに注意しなければならない。
家族の「入院させてください」の背
景が「いつもと違う、何かおかし
い」という第六感なのか「介護疲

労」なのかをはっきりさせること。
前者は隠れた重症を拾い上げる重要
な医療情報であり、介護疲労であれ
ば、悩みに共感し適切な道筋をつけ
ること（ケースワーカー に相談
etc）が求められる。

高齢者の「突然の不穏」は
背後に急病の影あり
パール２

高齢者の「突然の不穏」は背後に
急病の影あり、安易に認知症によ
るものと判断しないこと。
抑制、鎮静の指示で安心するので
はなく、必ずショック、心血管疾
患（心筋梗塞、心不全、大動脈解
離）、重症感染症、薬剤有害事象
の検索を!!

　高齢者が突然不穏状態になり騒ぎ
出すと、「認知症の影響でしょう」
と安易に判断されてしまい、原因の
評価が十分になされることなく抑制
や鎮静の指示が出されるだけで、そ
の後に急変というアクシデントは多
い。すでに認知症が指摘されている
高齢者ではさらにリスクは高くな
る。　　
　このようなエラーを回避するため
には、認知症の有無にかかわらず、
「人間は、①脳細胞へのエネルギー
（酸素・ブドウ糖）が足りなくなる
場合、②カテコラミンリリースの２
つの機序で暴れる」という原則を認
識し、高齢者が突然騒ぎだした（不
穏）の場合は背後に急病の影がある
と考えなければならない。
① 脳細胞へのエネルギー（酸素、ブ
ドウ糖）低下で暴れる
・ 脳血流低下（ショックの初期症
状）の可能性
・ 低酸素血症（窒息、呼吸不全の検
討）の可能性
・低血糖
② カテコラミンリリースで暴れる
・ 重症感染症（呼吸器系、泌尿器
系、胆道系、腹腔内、軟部組織、
中枢神経）の可能性→qSOFAのチ
ェックを
・ 心血管疾患（大動脈解離、急性心
筋梗塞、急性心不全症候群）の可
能性
を検討すること。特に発汗・冷汗、
呼吸数増加はカテコラミンリリース

を示唆する要注意の所見である。
　薬剤の有害事象でも不穏を来す可
能性がある（ほぼすべての薬剤にリ
スクがあると言える）。２つの重大
な原因を除外できたら、薬剤をリス
トアップし最近開始された薬剤がな
いかをチェックすること。

高齢者の転倒は急病のサイン
パール３

高齢者の転倒は急病のサインと心
得よ!!
外傷の評価だけで終わらせてはい
けない。
背後に潜む
①バイタルサインの異常
②経過中の意識消失
③急速なADL低下
④薬剤服用歴
を確認し、「なぜ転倒したのか？」
を考えること。

　高齢者（特に要介護高齢者）の転
倒では生じた外傷よりも、転倒した
原因に深刻な問題が存在することが
ほとんどである。要介護高齢者の転
倒は急病のサインと認識しておいた
方が良い。転倒の背後に潜む急病を
見つけるためには、以下の４項目の
確認が必須である。
①バイタルサインの異常
　 発熱、体位による血圧変化が転倒
の原因となる
②経過中の意識消失
　 受傷機転が明らかでない転倒は失
神の結果としての転倒の可能性が
ある。失神の評価（参照）を忘れ
ない。
③急速なADL低下
　 「ここ数日よく転倒する」は「急
速なADL低下」と解釈しなければ
ならない。高齢者の急速なADL低
下は急病のサインと認識すべきで
ある（参照）。急速なADL低下で
のER受診では、重症感染症、心
血管疾患（ACS、急性心不全症候
群、急性大動脈解離）、慢性硬膜
下血腫、貧血（背後に潰瘍出血、
悪性腫瘍）だけは見逃したくな
い。
④薬剤服用歴
　 薬剤の有害事象（睡眠導入薬によ
るふらつき、利尿薬による脱水、
抗不整脈薬による徐脈、起立性低
血圧etc）で転倒すること、抗血

小板薬や抗凝固薬の内服で、今後
外傷の程度が悪化するリスクなど
を検討しなければならない。

「良い医者に診てもらった」
という印象を与える
パール４

全ての患者に治癒をもたらすこと
はできないが、全ての患者に親切
にすることは可能である。
「良い医者に診てもらった」とい
う印象を与えるように演じるこ
と。

　ERで全ての患者にエラーなく適
切な診断と治療ができることが理想
であるが、これを達成することは不
可能である。しかし、全ての患者に
親切にすることは可能であることを
再認識しなければならない。
　疲弊した医療者は忘れてしまいが
ちであるが、ERを受診する患者は
全員が何らかの不安や心配を抱えて
いるのである。疲弊して接遇への配
慮を誤ると不安や心配は容易に怒り
転化し大きなトラブルを招く。トラ
ブルはさらにスタッフを疲弊させ悪
循環に陥る。
　医学的には不当と思われる要求で
あっても、「なぜそのような要求を
するのか？」を考え、患者さんや家
族の感情に配慮し「最初に患者を批
判せず、まず共感する態度を示すこ
と」は必ず自分にとって良い結果に
つながる。接遇とは患者のためだけ
でなく、自分を守るためのツールと
心得たほうが良い。
　疲弊している時に接遇を考えるの
は難しいが、「演技力を磨く」と考
えれば良い。筆者は指導医から、医
師とは何回も癒し屋を演じなければ
ならない職業なのだと教わった。最
初は演技であったとしても、何回も
「良い医者に診てもらったと思わせ
るように」演じているうちに演技が
板についてくるものである。
　医療者の言葉が与える影響は大き
い。せっかくなら良い方向に影響力
を及ぼしたいものだ。「良い医者に
診てもらった」という印象を与える
こと。仮にそれが錯覚であったとし
ても。
（４月13日、診療内容向上研究会よ
り、小見出しは編集部）

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1840まで

第28回日常診療経験交流会・プレ企画（薬科部共催）

日　時　８月３日（土）17時～19時
会　場　県農業会館11階大ホール
講　師　籏野梨恵子氏（栄養教諭・管理栄養士／福島県伊達市在住）
司　会　広川恵一先生（広川内科クリニック）
　　　　滝本桂子先生（薬局リベルファーマシー）
※19時30分より同会場で、みなとこうべ海上花火大会観賞会を開催

子どもの食の現場／飯舘村の食とくらし子どもの食の現場／飯舘村の食とくらし
－原発災害の中で－－原発災害の中で－


